
古

文

学

習

の

課

題

-
学
力
評
価
問
題
パ
イ

ロ
ッ
ト
調
査
か
ら
ー

(下
)

竹

村
　
信

治

　
本
稿
は
、
古
典
学
習

の
学
習
過
程
を
通
じ
て
学
習
者
が
ど

の
よ
う
な
古
典

の
「
読

み
手
」
と
し
て
育

っ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
、
「学
力
評
価
問
題

(古
文

・
韻
文
)
」

パ
イ

ロ
ッ
ト

調
査

-
の
結
果

を
も
と
に
考
察
を
加

え
た
も

の
で
、

「
古
文
学
習

の

課
題
-
学
力
評
価
問
題
パ
イ

ロ
ッ
ト
調
査

か
ら
ー

(上
)
」

(『
論
叢
　
国
語
教
育

学
』
9

〈復
刊

4
>
二
〇

=
二
年
七
月
)
、
「
同

(中
)
」
(『
国
語
教
育
研
究
』
55
、

二
〇

一
四
年

三
月
)

の
続
稿

で
あ
る
。

　

こ
の
た
び

の

「学
力
評
価
問
題

(古
文

・
韻
文
)
」

で
は
、

　
　

A

『
百
人

一
首
』
在
原
行
平
詠

　
　
　
立
ち
別
れ

い
な
ば

の
山

の
峰

に
生
ふ
る
ま

つ
と
し
聞
か
ば

い
ま
帰
り
来

む

　
　

B
行
平
歌
を
本
歌

と
す
る
藤

原
定
家
詠

　
　
　
忘

れ
な
む
ま

つ
と
な
告
げ

そ
な
か
な
か
に
い
な
ば

の
山

の
峰

の
秋
風

を
題
材
と
し
た
。
前

々
稿

(上
)

で
は
A
に
よ
る
設
問

の
解
答
例
を
扱

っ
た
。
前

稿

(中
)
で
は
B
に
よ
る
設
問

の
う
ち
、
学
力
評
価
問
題
に
い
う
所
謂

A
問
題

の

範
囲

の
第
四
間
～
第
五
問

の
回
答
例
を
扱

っ
た
。
本
稿
で
は
B
問
題
に
関
わ
る
第

六
間

の
解
答
例
を
扱

う
。

　
作
成

し
た

「学
力
評
価
問
題

(
古
文

・
韻
文
)
」

は
、

い
わ
ゆ

る
P
I
S
A
型

読
解
力
に

い
う
2
、

　

○
テ
キ

ス
ト
内
部

の
読
解
に
か
か
わ
る
、

　
　

・
情

報

へ
の
ア
ク
セ

ス

・
取
り
出

し

(①
情
報

の
取
り
出
し
)

　
　

・
統
合

・
解
釈

(②
幅
広

い

一
般
的
な
理
解

の
形
成
、
③
解
釈

の
展
開
)

　
○
テ
キ

ス
ト
外
部

の
知
識
を
関
係
づ
け
る
読
解
に
か
か
わ
る
、

　
　

・
熟
考

・
評
価

(④
テ
キ

ス
ト
内
部

の
熟
考

・
評
価
、
⑤

テ
キ
ス
ト

の
形
式

　
　
　

の
熟
考

・
評
価
)

ま
た
、
ヴ

ア
ン

・
ダ
イ
ク
と
キ

ン
チ

ュ
の
モ
デ

ル
に

い
う
、
、

　
○
テ
キ

ス
ト
ベ
ー

ス

(
モ
デ

ル
)

　
　

ω

表
層
構
造
分
析
、
図
命
題
構
成
、
国
命

題
統
合

、
囲
四
マ
ク

ロ
命
題

(構

　
　

造
)
構
成

　
○
状
況

モ
デ

ル

　
　

㈲

文
脈

モ
デ

ル
、
㈲

エ
ピ
ソ
ー
ド
的

モ
デ

ル

　
○

モ

ニ
タ
リ

ン
グ

(構
成
し
た

モ
デ

ル
の
評
価
)

　
　

ω

問

い
の
生
成
、
圖
対
話

を
念
頭
に
お
き
、
以
下
の

「読
解
」

モ
デ

ル
を
も
と
に
設
問
を
策
定

し
た

(詳
細

は
前

々
稿
を
参
照

の
こ
と
)
。

　

1
理
解

"
叙
述

に
即
し
た
内
容
全
体

の
理
解

【
物
語
内
容

の
把
握
】

(
P
I
S

　
　
　
　
　

A
モ
デ

ル
①
1
②
、
ヴ

ァ
ン

・
ダ
イ
ク
と
キ
ン
チ

ュ
の
モ
デ

ル
ω
1

　
　
　
　
　
国
、
記
号
表
記
、

以
下
同
)

　

H
解
釈

"
構
造
や
意
味

の
解
釈

【
物
語
言
説

の
検
討

】
(③
、
鰯
)

　

皿
鑑
賞

"
テ
キ

ス
ト
内
対
話

の
聞
き
取
り

【
物

語
行
為

の
考
察
】

(③
、
倒
1
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㈲
)

　

W
応
答

"
テ
キ

ス
ト
内
対
話

へ
の
参
加

【
熟
考
】

(熟
考
④
1
⑤
、
ω
)

　

V
批
評

"
テ
キ

ス
ト
内
対
話

の
メ
タ
化

(↓

メ
タ
認
知
↓
自
己
認
識
)
【
評
価

】

　
　
　
　
　

(評
価
④
1
⑤
、
圖
)

A

『
百
人

一
首
』
行
平
歌
を
材
料

と
し
た
設
問

で
は

I
H
皿
の
読
解

に
か
か
わ
る

学
力
を
問

い
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
調
査

の
結
果
か
ら
古
文
学
習

の
課
題
を
析
出
し
た
。

B
定
家
詠
を
用

い
た
設
問

で
は

W
V
に
か
か
わ

る
問

い
を
も
加
え
、
「
応
答
」

「
批

評
」

に
お
よ
ぶ
読
解

を
古
文
学
習

で
実
現
す
る
上

で
の
課
題
を
探

っ
た
。

　
な

お
、
本

「学
力
評
価
問
題

(
古
文

・
韻
文
)
」

は
和
歌
を
読
解
す
る
上
で

の

主
要

ス
キ
ー

マ
に

つ
い
て
も
設
題
し
、
和
歌
学
習

の
課
題
や
改
善
、
開
発

へ
の
具

体
的
な
提
案
を

こ
こ
ろ
み
た
。
前

々
稿

で
は
掛
詞

・
序

詞
の
修
辞
法
、
伝
統
的
な

テ
ー

マ

(問
題
領
域
)

の
把
捉
、
前
稿

で
は
、

「
本
歌
取
り
」

「題
詠
」

「
詠
歌
主

体
」

「
歌
こ
と
ば
」
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。

四
　
古
文
学
習
者

「読
解
」
プ

ロ
セ
ス
の
課
題

(
B
)

(承
前
)

　

B
定
家

詠
を
め
ぐ

つ
て
は
、
第

4
問

で
、
本
詠
が
行
平
歌
を
本
歌
と
す
る
題
詠

歌

で
あ
る

こ
と
を
導

き

の
糸
と
し
て
、

　

・
「忘

れ
な
む
」

の
現
代
語
訳

(
「
む
」
を
推
量
と

し
た
場
合
)

　

・
詠
歌
主
体

(
11
在

原
行
平
)
、
詠
歌
地

(
11
赴
任
先

の
因
幡
国
)

を
確
認
し
、

皿

「鑑
賞
」

に
か
か
わ

る
状
況

モ
デ

ル

(
文
脈

モ
デ

ル
)

の
形
成
を

用
意

し
た
。
ま
た
、
第

5
問

で
は
、

　

・
「秋
風
」

の
形
象
性

二
種

(①

人
恋

し

の
情
を
誘
う
も

の
、
②
心
変
わ
り

へ

　
　

の
不
安
を

か
き
た
て
る
も

の
)

そ
れ
ぞ
れ
を
踏
ま
え
た
表
象

心
意

の
解
釈

を
試

み
さ
せ
た
。
和
歌
読
解
に
お
け
る

"
歌
こ
と
ば
"
知
識
は

P
I
S
A
型
読
解

力
に
い
う

「
テ
キ

ス
ト

の
形
式

の
熟
考

・
評
価
」

に
か
か
わ

る
が
、

こ
こ
で
は
そ

の
活
用
力

だ
け
を
問

い
、

「
テ
キ

ス
ト

の
内

容

の
熟
考
」
を
促

し

つ
つ
第

6
問
で

の
W

「応
答
」

V

「批
評
」

の
準
備
と
し
た
。

6

(
1
)
<
9

8

(①
情
報

の
取
り
出

し

・
②

幅
広

い

一
般
的
な

理
解

の
形
成

・

　
③
解
釈

の
展
開
、
ω
表
層
構
造
分
析

・
図
命
題
構
成

・
圖
命
題
統
合
)

藤
原
定
家

の

「忘
れ
な
む
　

ま

つ
と
な
告
げ

そ
　
な
か
な
か
に
　

い
な
ば

の
山

の
　
峰

の
秋
か
ぜ
」
に
あ

る

「
な
か
な
か
に
」

に

つ
い
て
、
以
下

の
問

い
に
答

え
な
さ

い
。

(
1
)

こ
こ
で
の

「
な
か
な
か
に
」
の
用
法
に

つ
い
て
、
文
法
的
に
説
明

し
な

　
　
さ

い
。

*
解
答

　
　
形
容
動
詞
ナ
リ
活
用

「な
か
な
か
な
り
」
連
用
形

の
副
詞
的

用
法

(
訳

　

は

「
い

っ
そ
」

「
む
し
ろ
」
)
と

と
も
に
、
倒
置
さ
れ

て
腰

の
句

で
独
立

し
、

　
形
容
動
詞
と
し
て

の
意
味

(
訳
は

「
ど

つ
ち

つ
か
ず
」
)
も
表
す
。

*
問
題

の
種
類
　
求
答
形
式
問
題

*
読
解
プ

ロ
セ
ス
の
下
位
尺
度

　
①
情
報

の
取
り
出
し

(語
認
知

・
文
法

に
関
す
る
既
有
知
識
)

　
②
幅
広

い

一
般
的
な
理
解

の
形
成

(
「な
か
な
か
に
」

の
用
法
)

　
③
解
釈

の
展
開

(腰

の
句

「な
か
な
か
に
」

の
意
味
作
用
)

　
ω
表
層
構
造
分
析

(語
認
知

・
用
法
)

　
圖
命
題
統
合

(命
題
を
近
接
す

る
命
題
と
関
連
づ
け
て
統
合
)

　
本
設
問

は
第

5
問

の
改
訂

(
「秋

風
」
形
象

二
種

の
い
ず
れ
か
選
択
し
て

一
首

を
解
釈
す

る
課
題
か
ら

二
種
そ
れ
ぞ
れ
を
用

い
て
解
釈
す
る
課
題

へ
の
改
訂
)

に

と
も
な

っ
て
新
た
に
立

て
た
も

の
。
す
な
わ
ち
、
①

と
②
と

の
交
錯
を
標
示
す
る

「な
か
な

か
に
」

へ
の
注
意
を
喚
起
し
て

一
首

の
意
味
表
象

の
形
成
を
助
け
、
も

っ
て
定
家
詠

の

「
テ
キ

ス
ト
内
対
話
」

(
「思
考

の
フ
ィ
ー

ル
ド
」
)

の
聞
き
取

り

と
そ

の
共
有
を
導
き
、
次
問
解
答

の
前
段
と
し
た

の
で
あ
る
。

　
解
答

は
ほ
と
ん
ど
が

「
形
容
動
詞
ナ
リ
活
用

「な

か
な
か
な

り
」
連
用
形
」
で
、

「副
詞
」
が
若
干
混

じ
る
。
す
な
わ
ち
、
読
解
プ

ロ
セ

ス
の
下
位

尺
度

で
い
え
ば

(30)



①
②
ω
に
と
ど
ま
り
、
③
や
圖
に
及
ぶ
記
述

(前
記

「解
答
」
項
、
後
半
)
は
見

ら
れ
な

か

っ
た
。
た
だ

し
、
後
述
す
る
と
お
り
、

(
2
)
問

に
は
③
国

の
読
解

プ

ロ
セ
ス
を
経

た
と
認
め
ら
れ

る
解
答
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
、

こ
う
し

た
設
問
に
①
②
ω

の
範
囲

で
解
答
す

る
こ
と
が
慣
習
化
し
て
い
て
、

そ
れ
を
さ
ら

に
解

釈
に
か

か
わ

ら
せ
、

「
用
法
」

(
機
能
や
効
果
)

と
し

て
説
明
す

る
こ
と
が

な
い
実
情

が
こ
こ
に
反
映

し
た
と

い
う

こ
と
で
あ
ろ
う

(問

い
方
に
も
課
題
が
あ

る

の
だ
ろ
う
が
、
古
文
学
習

に
お
け
る

「
文
法
」
概
念

の
拡
充
が
求

め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
4
)
。

　

な
お
、
<
①
い
4

・
5

(後
掲
)

に
こ
の
問

い
を
立

て
な
か

っ
た

の
は
、
問
わ
な

い
こ
と

で
P
I
S
A
報
告
書
に

い
う

「言
語

の
ニ

ュ
ア

ン
ス
を
感
じ
取
る
能
力
-

形
容

詞

の
選
び
方

で
解
釈
が
変
わ

っ
て
く
る

こ
と
を
理
解
す

る
ー
」
,
の
如
何
を

測

る
た
め
だ

っ
た
。
読
解
プ

ロ
セ

ス
の
下
位
尺
度

の
⑤

「
テ
キ

ス
ト

の
形
式

の
熟

考
」
の
測
定

で
あ
る
。
し
か
し
、
「
な
か
な

か
に
」
に
眼
を
留
め
た

の
は
少
な
く
、

一
五
五
名
中

三
名
程
度

に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

「
ニ
ュ
ア

ン
ス
」

は
国
語
科

で
の
学

習

の
最
大

の
難
所
だ
が
、
言
葉

の
シ
ン
タ
グ

マ

(
統
語
関
係
)
、
パ

ラ
デ

ィ
グ

マ

(範
列
関
係
)
双
方
に
あ

い
亘

っ
て

「
用
法
」
に
工
夫

の
あ
る
事
例
を
取
り
上
げ
、

そ
の
効
果
を
解
読

し
説
明
す

る
学
習

の
積
み
重
ね
は
、
難
所
を
乗
り
越
え
る

一
つ

の
途

で
は
あ
ろ
う
。
器
ド
8
の
本
設
問
は

く
。ド
4

・
5
の
解
答

が
示
す
実
態

を
受

け
て
、
前
者

シ
ン
タ
グ

マ
か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
る
も

の
で
も
あ

っ
た
。
結

果
は
、
見
た
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が

「解
読
」

で
き
た
が
、
全
員
が

「説
明
」
で

き
な

か

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
。
「能
力
」
と
な
る
た
め
に
は

「説
明
」
が
必
要
だ
。

こ
こ
に
も
古
文
学
習

の
課
題
が
あ
る
。

6

(
N
)
v
e
r°8

(③
解
釈

の
展
開

・
④

テ
キ

ス
ト
内
部

の
熟
考

・
評
価
、
四

マ

　

ク

ロ
命

題
構
成

・
ω
問

い
の
生
成

・
圖
対
話
)

(
2
)

a

「な

か
な

か
」
は
、
古

語

辞
典

で
次

の
よ
う

に
説

明
さ

れ

て

い
ま
す

。

　

古

く

は
、

ナ

カ

は
中
央

と

し

て

の
価

値

高

い
所

で
あ

る

よ
り

も

、

両
端

で

　
　
は
な

い
中
途

の
所
を
意
味
し
て
い
た
結
果
、
ナ
カ
ナ
カ
と
重
ね

る
と
、
ど

　
　

っ
ち

つ
か
ず
、
中
途
半
端
、
不
十
分

の
意
。
な
ま
は
ん
か
よ
り
も
む
し
ろ

　
　

一
方
に
徹
す
る
方
が
ま

し
だ
と
思
う
気
持
ち
か
ら
、

い
っ
そ
、

む
し
ろ
、

　
　
か
え

っ
て
の
意
に
発
展
。

　
行
平

の

「立
ち
別
れ
」
歌
と
、
行
平
歌
を
本
歌
と
し
た
定
家

の

「忘
れ
な
む
」

　
歌
と
は
、
同
じ
テ
ー

マ
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

こ
で
の
心
情
を
、

　
こ
の
よ
う
な
意
味
用
法

の

「
な
か
な
か
」
を
用

い
て
表
現
す
る
定
家
と
用

い

　
な

い
で
表
現
す
る
行
平
と

の
問
に
は
、
人
間
の

"
心
"

の
捉
え
方

に
違

い
が

　
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
れ

は
ど

の
よ
う
な
違

い
で
し
よ
う
。

b
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
捉
え
方
に

つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。
違

い

　
を
説
明
し
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
述

べ
な
さ

い
。

　

X
ver.8
第

一
次
調
査
で
は

a
b
の
別
を
設
け
な
か
っ
た
。

*
解
答

　

a
離
京
時

の
不
安

の
な
か
望
郷

の
念
を
先
取

り
し

つ
つ

「
待

つ
」

の
声

　
を
期
待
す
る
心
象

を
詠
じ
、

「離
別
」

の
情
意
を
望
郷
と
し

て

一
義
的

に
捉
え

　
る
行
平

に
対
し
て
、
離
京
時

に
不
安

の
中

で

「待

つ
」

の
声
を
期
待
し
た
行
平

　
が
着
任
後

に
は

「忘
れ
な
む
」
と

の
疑
念
を
増
幅
さ

せ
て
望
郷

の
思

い
と
の
問

　
で
宙
づ

り
に
な
る
と

の
想
を
得

て
、

「
離
別
」

(
秋

の
旅
)

の
情

意
を
忘
却

へ

　
の
疑
念
、

不
安

と
望
郷

の
思

い
と

の
交
錯

(
「
な

か
な

か
」
)
に
お

い
て
描
き

　
出
す
定
家
と

の
違

い
。

　
b
意
見

は
随
意

(
「な

か
な

か
に
」

の
選
択
や
効
果

へ
の
言
及
、
行

平

・
定
家

　
両
詠
と
の
比
較
、
自
ら

の
知
識
や
体
験

の
参
照
を
踏
ま
え
た
人
間

の
心

へ
の
洞

　
察
を
含
む

こ
と
)
。

*
問
題

の
種
類
　
求
答
形
式
問
題
　
　
自
由
記
述
形
式

*
読
解
プ

ロ
セ
ス
の
下
位
尺
度

　
③
解
釈

の
展
開

(
「な

か
な

か
に
」

の
有
無
に
焦
点
化
し
た
両
詠
意
味
表
象

の

　
　
解
釈
)
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④

テ
キ
ス
ト
内
部

の
熟
考

・
評
価

(
「な

か
な

か
に
」

の
語
義
情
報
と
関
係
づ

　
　
け
た
解
釈
。
行
平
詠
と

の
比
較
、
知
識
や
体
験

の
参
照
に
基
づ
く
、
「離
別
」

　
　

の
情
意

の
捉
え
方

へ
の
批
評
)

　
⑤

テ
キ

ス
ト

の
形
式

の
熟
考

・
評
価

(
「
「な

か
な

か
に
」

の
語
彙
選
択

と
用

　
　
法
に

つ
い
て
の
意
義
づ
け
。

そ
れ

へ
の
批
評
)

　
四

マ
ク

ロ
命
題

(
構
造
)
構
成

(
「な

か
な

か
に
」

の
有
無

に
焦
点
化
し
た
両

　
　
詠
意
味
表
象

の
解
釈
)

　
ω
問

い
の
生
成

(
両
詠
詠
出

の

「離
別
」
情
意
に
関
す
る
問

い
の
生
成
)

　
圖
対
話

(
「離
別
」

の
情
意

の
捉
え
方
を

め
ぐ
る
対
話
)

　
読
解

モ
デ

ル
W

「応
答
」
、

V

「
対
話
」
に
か
か
わ

る
問

い
で
あ

る
。

こ
こ
で

は
行
平

・
定
家
両
詠
が

"
離
別
"
　
(
秋

の
旅
)
時

の
叙
情
を
テ
ー

マ

(問
題
領
域
)

と
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
人
間

の

"
心
"

の
捉
え
方
」
を

め
ぐ

っ
て
そ

の
場

を
開

い
た
。
<
雲

4

・
5
で
は
、

(
1
)
藤

原
定
家

「忘

れ
な

む
」
歌
と

『
百
人

一
首
』

「
立
ち
別
れ
」
歌

と
に

は
、
表
現
し
よ
う
と
す
る
心
情

の
異
な
り
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る

定
家
と
行
平

の

"
人

の
心
"

の
捉
え
方

の
違

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
ど

の

よ
う
な
違

い
か
、
説
明
し
な
さ

い
。

(
2
)
藤

原
定
家

「忘

れ
な

む
」
歌
と

『
百
人

一
首
』

「
立
ち
別
れ
」
歌

そ
れ

ぞ
れ
の

"
心
"

の
捉
え
方
を
参
考

に
し
て
、
あ
な
た

の

"
心
"
に

つ
い
て
の

考
え
を
、
知
識
や
体
験
を
踏
ま
え
て
述

べ
な
さ

い
。

と

し
た
。

結

果

は
、

　

【
行

平

詠

】

11

「
(詠

歌
主

体

/

都

人

の
)

忘

れ
な

い
心

」

　

【
定
家

詠

】

11

「
(詠

歌

主
体

/

都

人

の
)

忘

れ

る
心

」

の

「表

現

し

よ
う

と

す

る
心

情

の
異

な

り

」

か
ら

の

「
"
人

の
心
"

の
違

い
、

　

【
行

平

】

11

「変

わ
ら

な

い
人

の
心

」

「信

じ

る

心
」

の
捉
え
方
」

　

【定
家

】
11

「変
わ
り
や
す

い
人

の
心
」

「信

じ
切
れ
な

い

(疑
う
)
心
」

の
議
論
に
ほ
ぼ
全
員
が
終
始
し
た
。
そ
し
て

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
を
賦
活
し
て
の

"

心
"
論

へ
。
典
型
は
次

の
よ
う
な
解
答

(
い
ず
れ
も
高
校

一
年
生
)
。

○
不
変
/
変

(
1
)
定
家

は
、
人

の
心
は
は
か
な
く
、
移
り
変
わ

っ
て
い
く
も
の
だ
と
捉
え

て

　
　

い
る
が
、
行
平

は
、
人

の
心
は

い

つ
ま

で
も
名
残
惜
し
さ
を
残

し
、
移

り
変

　
　
わ

っ
て
は
い
か
な

い
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
。

(
2
)
自
分

は
、
定
家

の
よ
う
に
、
人

の
心
は
移
り
変
わ

っ
て

い
く
、
そ

の
時
そ

　
　

の
時

の
は
か
な

い
も

の
だ
と
思
う
。
確

か
に
人

の
心
に
は

一
時
的
な
名
残
惜

　
　
し
さ
が
芽
生
え

る
こ
と
も
あ

る
が
、
卒
業
式
が
終
わ
り
、
次

の
学
校

へ
入
学

　
　
す
る
と
、
も
う
名
残
惜
し
さ
な
ど
な
く
心
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
よ
う
に
、

　
　
そ

の

一
時
的
な
名
残
惜
し
さ
や
、
は
か
な
さ
は
あ
く
ま
で

一
時
的
で
、
結
局

　
　
変
わ

る
も

の
だ
と
思
う
。

○
信
/

不
信

(
1
)
定
家

は
、
思
う
人
が
自
分
を
待

っ
て
く
れ
て

い
る
と
信

じ
き
れ
ず
、
行
平

　
　
は
待

っ
て
く
れ
て
い
る
と
信

じ
切

っ
て
い
る
。

(
2
)
し
ば
ら
く
会

っ
て
い
な
け
れ
ば
相

手

へ
の
気
持
ち
は
必
ず
薄
れ
る
と
思
う

　
　
し
、
実
際
に
小
学
校

で
転
校

し
て
し
ま

っ
た
仲

の
良

い
友
達
と
も
そ
れ

っ
き

　
　
り
特

に
お
互

い
に
接
触
は
な
か

っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

け
ど
、
離

れ
て
も

　
　
お
互

い
忘
れ
て

い
な

い
と
信

じ
切
れ
る
よ
う
な
仲
を
作

っ
て
い
き
た

い
と
思

　
　

い
ま
す
。

定
家
詠
初
句

「忘

れ
な
む
」
が
引
き
金
に
な
り
、
ま
た
、
第

5
問
を
①
②

の
い
ず

れ
か

の
選
択
と
し
、

そ
の
②
例
歌

「
秋
風
に
山

の
木

の
葉

の
う

つ
ろ

へ
ば
　

人
の

心
も

い
か
が
と
そ
思
ふ
」

(古
今
和
歌
集

・
恋
四

・
素
性
法
師
)

の
効

果
も
あ

っ

て

(八
割

程
度
が

こ
ち
ら
を
選
択
。
「秋
風
」
掛
詞
学
習
も
作
用

し
た
で
あ
ろ
う
)
、

彼
ら

の
内
な

る

"
心
"

の

「
不
変
/
変

」

「信
/

不
信
」
問
題
を
刺
激

し
た
と

い

(32)



う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
う
な

っ
た

の
は
も
ち
ろ
ん
、
「表
現
し
よ
う
と
す

る
心
情
」

の
誤
読

が
原
因
。

「な
か
な
か
に
」
に
注
意

が
向

け
ら

れ
ず
、
定
家
詠

の

"
忘
却

へ
の
疑
念
、

不
安
と
望
郷

の
思

い
と

の
交
錯
"
が
読
み
取
ら
れ
な
か

っ
た
か
ら
で

あ
る
。
読

み
取
ら
れ

て

い
れ
ば
、
行
平
詠
と

の
比
較
は

「
不
変
/
変
」

「
信
/
不

信
」

で
は
な

く

"
交
錯
"
　

(
「
な
か
な

か
に
」
)

の
有
無

に
お

い
て
な
さ
れ
、

「
"

人
の
心
"

の
捉
え
方
」

へ
の
思
考
も

"
交
錯
"

の
有
無

が
基
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
<
。
↓°8
で
は
第

5
問

を
改

訂
し
て

「秋
風
」
形
象
性

二
種
そ
れ
ぞ
れ
に

即
し
た

「テ
キ

ス
ト
内
部

の
熟
考
」
を
求

め
、
第

6
問

(
1
)
を
追
加
し
、
同

(
2
)

で
は

「な
か
な
か
に
」
本
義

紹
介
、
そ
の
有
無

へ
の
注
意
を
促
す
解
説
を
添
え
た
。

　

"
心
"
問
題

は
青

少
年

の

一
大

関
心
事
。
読
解
プ

ロ
セ

ス

へ
の

"
知
識
や
体
験

"

の
参
与

も
活
発
で
、
<
。
円゚
5
で

の

(
2
)
解
答

に
は
次

の
よ
う
な
哲
学
的
所
見

の
開
陳
に
及
ぶ
場
合
も
あ

る

(高
校

一
年
生
)
。

(
1
)

「立
ち
別
れ
」
歌

で
は
、
あ
な
た
が
待

っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば

い

つ
で
も

　
　
私

は
帰
り
ま
す
、
と

い
う
よ
う
な
不
変

で
あ
る
人

の
心
を
捉
え
、

「忘

れ
な

　
　
む
」
歌

で
は
、
き

っ
と
忘
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と

い
う
よ
う
な
移
り
変
わ

　
　

っ
て
い
く
人

の
心
を
捉
え
て

い
る
。

(
2
)
人
は
自
分

の
主
観
世
界
で
生
き

て
お
り
、
そ

の
世
界

で
認
識
さ
れ
な

い
も

　
　

の
は
存
在

し
な

い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
絶

対
客
観
的
な
事
実
と
し
て

　
　
心
が
そ
こ
に
存
在

し
て
い
て
も
、
認
識
し
な
け
れ
ば
主
観
世
界
で
は
存
在

し

　
　
な

い
の
と
同
義
で
あ

る
。
そ
れ
と
心
と
は
本
来
、
捉
え
ら
れ
な
い
、
分
か
ら

　
　
な

い
、

認
識

で
き
な

い
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
言
葉
や
動
作
と
い
う
意
識
的

　
　
な
認
識
を
与
え
る
こ
と

で
、

人
は
そ

の
存
在
を
認
め
て
い
る
。

つ
ま
り
心
と

　
　

は
言
動
に
よ

っ
て
形
作
ら
れ
た
不
定
形

の
も

の
で
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、

　
　
私
は

「な
ん
と
な
く
楽

し
い
」
と
思

っ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ

の
逆
も
ま
た
。

　
　
そ
う
思

っ
た
時
、
す
ぐ
に
ど
ん
ど
ん
そ

の
思

っ
た
方
向

へ
心
が
加
速
し
た
。

　
　
特
に
何

も
思

っ
て
な
く

て
も

「楽

し
い
」
と
言
え
ば
楽

し
か

っ
た
。

言
語
論
的
転
回
以
後

の
認
識
論
に
触
れ
る
こ
の

"
心
"
論
は
、
両
詠

に
象

ら
れ

る

"
心
"

と
発
話
行
為
と

の
関
係

に
踏
み
込
ん
で
い
て
刺
激
的
だ
が
、
思
考

は

"
捉

え
"
論
に
傾
き
、
そ
こ
で
捉
え
ら
れ

て
い
る

(回
答
者

に
合
わ
せ
て
い
え
ば
、
生

成

し
て
い
る
)
　
"
人

の
心
"

の
具
体
に

つ
い
て
は

ス
キ

ッ
.フ
し
て
い
る
。

　
哲
学
的
所
見
と
称
す
る
所
以
だ
が
、
文
学
的
思
索

は
形
而
下

の
事
象
を

ブ
イ
ー

ル
ド
と
す

る
か
ら
、
読
書
に
お
け

る
テ
キ

ス
ト
と

の
対
話

の
場
で
こ
れ
を
等
閑

に

附
せ
ば
、
思
索
は
形
而
上
を
彷
往

し
て
抽
象
論
に
終
始

し
、
他
者

(
テ
キ

ス
ト
)

と
出
会
わ
な

い
ま
ま
や
が

て
テ
キ

ス
ト
と
は
遠
く
離

れ
た
場
所
で
自
足
す
る
。
回

答
者
は
第

4
問
で

「定
家
-

因
幡

の
山
」
と
の
状
況

モ
デ

ル
を
構
築
、
第

5
問

で

は
②
を
選
択

し
て

「
別
れ
の
辛
さ

も
き

っ
と
忘
れ

て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
ら
、
「待

っ
て
い
る
よ
」
と
秋
風
よ
告
げ
な

い
で
く
れ
と
、
心
移

り
を
不
安

に
思

い

つ
つ
も

受

け
入
れ
て
、
と

て
も
淋

し

い
と

い
う
気
持
ち
。
」

と
し
て

い
る
。

「
な

か
な

か

に
」

の
副
詞
的
用
法

に
理
解
が
届

い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
行
平
詠
と

の
関
係

に
思

い
至
ら
ず
状
況

モ
デ

ル
の
形
成

に
失
敗

し
、
ま
た
、

「
秋
風
」
①
義

が
視
野
に
入

っ
て
い
な

い
の
で
腰

の
句
に
措
か
れ
た

「な
か
な
か
に
」

の
形
容
動

詞
と
し
て

の
意
味
、

そ
の
働
き
や
効
果
を
組

み
込
ん
だ

マ
ク

ロ
命
題
構
成

が
果
た

さ
れ
ず
、
結
果
、
問

6

(
1
)

の
解
答
に
は

「
な
か
な

か
に
」
が
活
か
さ
れ
て
い

な

い
。

そ
し
て
思
索

は

「
不
変
/
変
」
そ
れ
ぞ
れ
と
し
て
発
現
、
現
象
す
る

"
心

"
を
め
ぐ

っ
て
言
語
論
的
生
成
論

へ
と

一
挙

に
超
脱
、
超
越
し
て
い
く
。

こ
の
哲

学
的
知
識
と
体
験
に
支
え
ら
れ
た
優
れ
た
思
考
力
を
文
学
的
思
索

へ
と
開
展
さ
せ

て

"
人
"

お
よ
び

"
人

の
心
"

へ
の
理
解
、

発
見
を
導
く
た
め
に
も
、

「な

か
な

か
に
」

の

一
語
着
眼

へ
の
示
唆

は
必
要
な
こ
と
だ
ろ
う
。

　
v
er.4

・
5
で
の

一
五
五
の
回
答
中
、

「な

か
な
か
に
」
に
目
を
留
め
た
も
の
は

三
例
だ

っ
た

(先
述
)
。

そ

の
内
、
<
o
唇
8
第

6
問

(
1
)
に

い
う
読
解
プ

ロ
セ
ス

の
下
位
尺
度
③
個

に
及
ん

で

"
忘
却

へ
の
疑
念
、
不
安
と
望
郷

の
思

い
と

の
交
錯

"
を
明
確

に
捉
え
た
と
認
め
ら
れ
る
の
は
次

の

一
例
だ
け
で
あ
る
,
。
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(
1
)
行
平

の
歌
に
は
帰
れ
る
も

の
な
ら
ば
今
す
ぐ
帰
り
た

い
と

い
う
心
情

が
込

　
　
め
ら
れ
て
い
る
が
、
定
家
は
も
う
会
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
し
ま

っ
た
が
相

　
　
手

の
こ
と
は
忘
れ
な

い
と

い
う
思

い
が
感

じ
ら
れ
る
。

(
2
)
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と

い
う
人
が

い
る
。
多

く
の
人
は
頭
の
、
脳

の
中

　
　

に
あ
る
と

か
、
胸

の
中
に
あ
る
と

い
う
が
、
た
ま
に
腹

の
中
な
ど
、

こ
ち
ら

　
　
が
予
想

で
き
な
か

っ
た
よ
う
な

回
答
を
す

る
人
が

い
る
。
僕
は
、
心
は

"
ど

　
　

こ
に
あ
る
"
と

い
う
性
質

の
も

の
で
は
な
く
、
場
所
と

は

(
以
下
、
欠
)

(
2
)

の
解
答

は
完
成

し
て
い
な

い
。
け
れ
ど
も
、
文
脈
か
ら
み
て
、
思
索
は
間

主
体
性
、
問
主
観
性

の
議
論
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
。
離
京
時

の
都
人
を
前

に

し
て
の

"
心
"
、
都
人
か
ら
遠
く
離
れ
た
因
幡
国
着
任
時

の

"
心
"
。
定
家

は
行

平
歌
と

の
対
話

(古
注
に
い
う

"
問
答
"
)

の
な
か
で
、
行
平
歌
詠
歌
主
体

の
因

幡
国

に
お
け
る

"
心
"
を
よ
り
複
雑
な
相
に
お
い
て
捉
え
、

こ
れ
を

"
忘
却

へ
の

疑
念
、
不
安
と
望
郷

の
思

い
と

の
交
錯
"
と
し
て
表
象

し
た
。
そ
れ
は
定
家

が

"

心
"
な
る
も

の
を
問
主
体
性
、
問
主
観
性
に
お
い
て
理
解

し
て
い
た
故

の
こ
と
で

あ
る
,
。

「僕

は
、
心

は

"
ど
こ
に
あ
る
"
と

い
う
性
質

の
も

の
で
は
な

く
、

場

所
と
は
」
に
続
く
言
葉
を

こ
の
よ
う
に
補

え
ば
、
そ

の
思
索
は

(
1
)
の
回
答
に
、

つ
ま
り
は
腰

の
句

「
な
か
な
か
に
」

の

一
首
中

で
の
機
能
、
作
用
を
め
ぐ
る
正
確

な
文
法
的
理
解

に
支
え
ら
れ

て
い
た

こ
と
に
な

る
。

　

か
く
し
て
、

「
な
か
な
か
に
」
は
テ
キ

ス
ト
ベ
ー

ス
の
文
章
理
解
、
状
況

モ
デ

ル
形
成

か
ら

の

「熟
考

・
評
価
」
、
W

「
応
答
」

V

「
対
話
」

の
要
所

で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
被
験
者

の
ほ
と
ん
ど
は
そ

こ
に
目
が
留
ま
ら
な

い
。

こ
れ
を
可
能

に

す
る
の
は
し
か
し
、
無
機
的
な
語
彙
学
習

(
「な
か
な

か
」
11

「
か
え

っ
て
」

「
む

し
ろ
」

「
な
ま

じ

つ
か
」
)

で
は
な

い
。

「熟
考

・
評
価
」
、

W

「応
答
」

V

「
対

話
」

へ
の
展
開
を
構
想
す

る
学
習

の
場

で
の
知
識

の
活
用
、
有
効
性
の
確
認
、

つ

ま
り
は
読
解
。フ
ロ
セ

ス
の
な
か
で

の
新
た
な
知
見

の
獲
得
経
験

こ
そ
が
そ

の
目
を

養
う
。
そ
う
し
た
経
験

は
、
言
語
事
象
に

つ
い
て
の
広
義

の
文
法
的

理
解
に
も
資

す
る
は
ず

で
、
そ
れ
が
ま
た
読
解
プ

ロ
セ

ス
を
成
熟

し
た
も

の
に
す
る
だ
ろ
う
。

「読
解
力
」
形
成
に
向
け
た

「国
語

の
特
質
」
と

「伝
統
的
な
言
語
文
化
」
と

の

イ
ン
タ
ー

ラ
ク
テ

ィ
ヴ
な
関
係

の
構
築
。

こ
れ
も
古
文
学
習

の
課
題

で
あ
る
,
。

　
さ

て
、

こ
う

し
た

こ
と
を
念
頭

に
お
き
、
<
。『°4

・
5
の
回
答
者

の
よ
う
な
学

習
者

へ
の
発
問
と
し
て
設
題

し
た

の
が

く
oド
8
の
形
だ

っ
た
。
被
験
者
は
大
学
生

(
二

二
二
年
前
期
当
初
)
。

回
答

は
改
善
さ
れ
、

「迷

い
」

「
中
途

半
端
な
心
情
」

「葛
藤
」

「
複
雑
な
感
情
」

と

い

っ
た
語
で
定
家
詠
が

「
表
現
し
よ
う
と
す

る
心

情
」
を
評
す

る
も

の
が
増
え
た

(
二
年
生

"
四
九
名
中

一
五
名
、

三
年
生
三
五
名

中

一
二
名
)
。

　

・
行
平
は
迷

い
な

い
真

っ
直

ぐ
な
思

い
で
あ

る
。

「
な
か
な
か
」
を
用

い
た
こ

　
　
と
で
、
定
家
は
迷

い
が
あ
る
心
を
表
現
し
て
い
る
。

　

・
行
平
は
、

「待

つ
と

し
き

か
ば

い
ま
帰
り
来
む
」
と

い
う
箇

所
か
ら
わ

か
る

　
　
よ
う

に
、
ス
ト

レ
ー
ト
に
感
情
を
表
現
し
て
い
る
。

一
方
で
、
定
家

は
、
「な

　
　
か
な

か
に
」
を
用

い
る
こ
と

で
、

一
見
、
寂
し
さ
を
感
じ
さ

せ
な

い
よ
う

に

　
　
見
え

る
が
、
そ

の
こ
と
で
か
え

っ
て
寂

し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と

い
う
、

　
　
逆
説
的
な
感
情
を
表
現
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
行
平
は
、
素
直
な
感
情
を
示

　
　
す

「心
」
に
重
点
を
お
き
、
定
家
は
、
複
雑
な
感
情
を
示
す

「心
」
に
重
点

　
　
を
置

い
て
い
る
と

い
う
違

い
が
見
ら
れ
る
。

　

・
ど
ち
ら
も
恋
人
を
想
う
男

の
こ
と
を
詠
ん

で
い
る
も

の
だ
が
、
行
平
は
こ
の

　
　
心
情
を

「
待

っ
て
い
る
と
聞

い
た
な
ら
ば
す
ぐ
に
帰
ろ
う
」
と
そ

の
心
情
を

　
　

ス
ト

レ
ー
ト
に
表
現
し
て

い
る
が
、
定
家
は

「な

か
な
か
」
と

い
う
表
現
を

　
　
用

い
る
こ
と
に
よ

っ
て

「
い
っ
そ
待

つ
と
言
わ
な

い
で
く
れ
」
と

い
う
ふ
う

　
　
に
、
辛

い
気
持
ち
を
遠
回
し
に
表
現
し
て
い
る
。
定
家

の
よ
う
な
表
現
を
す

　
　
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
心

の
葛
藤
や
心
情
が
よ
り
読

む
人
に
伝
わ
り
や
す

い
と

　
　
考
え

る
。

　

・
行
平

の
場
合
は
離
別

の
と
き
、
見
送
り
の
人
を
前

に
し
た
そ
の
時
に
贈

っ
た

(34)



　
　
歌

で
あ
る
の
で
、
帰

っ
て
来

よ
う
と

い
う
意
志
が
強
く
表
れ
て
い
る

の
だ
が
、

　
　
定
家

の
場
合
は
、
恋

い
慕

っ
て
待

っ
て
い
る
気
持
ち
と
、
心
移
り
を
不
安
視

　
　
す
る
気
持
ち
と
が
あ

い
ま
ざ

つ
て
い
る
た
め
、
そ

の
中
途
半
端
な
心
情
を
出

　
　
す
た
め
に

「な
か
な

か
に
」
を
使

っ
て

い
る
。

　

・
行
平

の
捉
え
方
は
、
都

へ
の
思

い
を
残
し
た
ま
ま
因
幡

に
行
く
人
の
心
情
を

　
　
そ

の
ま
ま
、
都

へ
の
未
練
や
恋

し
い
思

い
を
素
直
に
告
げ
る
和
歌

に
な

っ
て

　
　

い
る

こ
と
か
ら
、
誰

し
も
が
思

い
描
く
心
情
を
捉
え
、
上
手
く
表
現
し
て

い

　
　

る
。　
一
方
、
定
家
は
、

「な

か
な

か
」
を
用

い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
都
や
恋

　
　

し
い
人

へ
の
思

い
を
表
と
し
た
心
情
と
は
別
に
、
因
幡

で
の
不
安
や
忘

れ
ら

　
　
れ
る
か
も
知
れ
な

い
恐
怖
と

い
っ
た
裏

の
心
情
と

の
葛
藤
が
感

じ
ら
れ
、
忘

　
　
れ

て
ほ
し
く
な

い
け
ど
、
忘

れ
て
ほ
し

い
と

い

っ
た
複
雑
な
心
情
を
捉
え

た

　
　
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
定
家

の
方
が
好
き
で
す
。

た
だ

し
、

「な
か
な
か
に
」
に

つ
い
て
は
な

お
副
詞
的
用
法

(
「
か
え

っ
て
」

「
む

し
ろ
」

「な
ま

じ

つ
か
」

11
無

機
的

な
語
彙
学
習

の
成
果
)
を
超
え
ら
れ
な

い
回

答
が
依
然
と
し
て
多

い
。

　

・
行
平

の
歌

は
、　

"
待

っ
て
い
る
の
な
ら
す
ぐ
帰
る
"
と

い
う
よ
う
に
、
相

手

　
　
が
待

っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
し
て
い
る
、
人
間

の
心
を
ポ
ジ

テ

　
　

ィ
ブ

に
捉
え

て
い
る
が
、
定
家

の
歌
は
も
う
自
分

の
こ
と
は
忘
れ

て
し
ま

つ

　
　

て
い
る
だ
ろ
う
、
だ

か
ら

い

っ
そ
期
待
さ

せ
な

い
で
ほ
し
い
、

と
い
う
よ
う

　
　

に
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ

に
捉
え
て

い
る
印
象
を
受
け
る
。
/
私
は
、
定
家

の
捉
え

　
　
方
に
近

い
か
も
し
れ
な

い
。
行
平

の
よ
う

に
期
待
し
す
ぎ
て
し
ま

っ
て

い
る

　
　
と
、
実
際

に
忘

れ
ら
れ

て
し
ま

っ
て
い
る
現
実
を
知

っ
て
し
ま

っ
た
時
に
受

　
　
け
る
ダ

メ
ー
ジ
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
、

せ

　
　

つ
か
く
待

っ
て
く
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な

い
人
が

い
る
の
に
、
忘
れ

て
し
ま

　
　

っ
て
い
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
し
ま
う

の
も
相
手
に
と

っ
て
は
か
わ

い
そ
う
な

　
　

こ
と

の
よ
う
な
気

も
す
る
。

も
ち

ろ
ん
、

「
不
変
/
変
」

「信
/

不
信

」
問
題
か
ら
離

れ
ら
れ
な

い
も

の
も
少

な
か
ら
ず
あ

る
。

　

・
行
平

の
歌

で
は
、
故
郷
で
待

つ
人

の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
自
分

の
こ
と
を

　
　
待

っ
て
い
て
く
れ

る
と
期
待

し
て
い
る
が
、
定
家

の
歌

の
場
合
、
人

の
心

は

　
　
移
り
や
す
く
変
わ

っ
て
し
ま
う
に
違

い
な

い
と
思

っ
て
い
る
。
そ

の
あ
き
ら

　
　
め

の
気

持
ち
が

「な

か
な

か
に
」

の
な

か
に
込
め
ら
れ

て
い
る
。

「
ど
う

せ

　
　
変
わ

っ
て
し
ま
う
な
ら
」
と
い
う
定
家

の
心
情

が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

・
定
家

は
、
人
間
の

「
心
」

の
捉
え
方

と
し
て
、
行
平
よ
り
も
心

の
迷

い
や
決

　
　
断

の
プ

ロ
セ

ス
に
注
目
し
て

い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「な

か
な

か
に
」
を

　
　
用

い
る
場
合
、
恋
人
を
信

じ
る

べ
き
か
信
じ
な

い
べ
き
か
迷

っ
た
挙
げ
句
、

　
　
む
し
ろ

一
方
に
徹

し
た
方
が
と

い
う
心
の
動
き
を
表
す
こ
と
が

で
き
る
。
/

　
　

一
方

、
行
平
は
、

「な

か
な

か
に
」
を
使

っ
て

い
な

い
た
め
、

和
歌
を
詠

む

　
　
以
前

か
ら
心
は
決
ま

っ
て
い
て
そ

の
心
を
詠
ん
で
い
る
だ
け
と
考
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5ー

　
　
が
で
き

る
。
/

以
上
か
ら
、
定
家
は
行
平
よ
り
も
心

の
動
き
に
重
き
を
置

い
　

6

　
　

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

倒
置
法
を
も

っ
て
腰

の
句
に
措

か
れ
た

「な
か
な
か
に
」

の
効
果
は
語
彙
解
説
だ

け

で
は
把
捉

し
が
た

い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、

　

・
「
な
か
な

か
」

を
用

い
て
表

現
し
た
定
家

は
、

「
い

っ
そ
、

む
し
ろ
」
と
自

　
　
分
に
言

い
聞
か
せ
て
あ
き
ら
め
よ
う
と
な
だ
め
て
い
る
気
持
ち
が
感

じ
ら
れ

　
　
る
。

「な

か
な

か
」
を
用

い
な

い
行
平

は
、
ま
だ
そ

こ
に
は
期
待

が
感

じ
ら

　
　
れ
る
。
/
私
は
定
家

の
方
が
人
間
味

が
あ
り
、
魅
力
的
と
思
う
。

の
ご
と
く
掴
ま
れ
て

い
る
が
、

そ
れ
を
言
葉

で
説
明
す

る
経
験
、

つ
ま
り
は
言
語

事
象
に

つ
い
て
の
広
義

の
文
法
的
学
習
に
基
づ
く
メ
タ
認
知
経
験
が
十
分
で
は
な

い
の
で
あ

る
。

　
な
お
、
b
に

つ
い
て
は

「
人
間

の

"
心
"

の
捉
え
方
」

へ
の

「熟
考

・
評
価
」
、

W

「応
答
」

V

「
対
話
」
に
及
ぶ
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な

か

っ
た
。



五
　
　
「
学
力
評
価
」
か
ら
授
業

へ

　

以
上
、
学
力
評
価
問
題
パ
イ

ロ
ッ
ト
調
査

か
ら
窺
え
る
古
文
学
習

の
課
題
に

つ

い
て
、
和
歌
学
習

の
場
合
を
例
に
検
討

し
て
き
た
。
そ

の

一
い
ち
を
振
り
返
る
こ

と
は
し
な

い
が
、
課
題

の
根
幹
に
、

　

・
テ
キ

ス
ト
ベ
ー

ス
の
モ
デ

ル
形
成

の
不
精
確

　

・
状
況

モ
デ

ル
形
成

の
恣
意
性

　

・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
能
力

の
未
成

　

・
読
解
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る

「対
話
」

の
不
成
立

が
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す

る
に
、
古
文
テ
キ

ス
ト
は

"
読

み

"

の
対
象

と
は
な

っ
て

い
な

い
。　

"
読
み
"

の
対
象
と
な
ら
な

い
ま
ま
に
狭
義

の

文
法
知
識
、
現
代

語
訳

の
技
法
が
学
ば

れ
、
テ
キ
ス
ト

の

一
部
が
暗
記
暗
唱
さ
れ
、

知
識
化
さ
れ
、
高
校
卒
業
後
は
接
点
を
失

っ
て
す

べ
て
が
忘
れ
ら
れ
て
い
く

の
が

「伝
統
的
な
言
語
文
化
」
と

い
う

こ
と

の
よ
う
だ
。

　
も

っ
と
も
、

こ
れ
ら

の
課
題

の
深
刻
さ
は
、
そ
れ
が
学
習
者

の
読
書
全
般
に
及

ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
我

々
は
そ
の

一
斑
を
古
文
読
解

の
パ
イ

ロ

ッ
ト
調
査
に
見
た
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
社
会
事
象
を
テ
キ

ス
ト
と
す
る

"
読

み
"

に
も
波
及
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
態

へ
の
対
応
と
し
て
試
み
ら
れ
た

の
が
こ
の
度

の

「学
力
評
価
問

題
」

の
開
発
研
究

で
あ

っ
て
、
そ
こ
で
は
次

の
諸
課
題
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
課
題

1
　
高
校
国
語
科

の
読
み

の
4
領
域

(評
論

・
近
代
文
学

・
古
文

・
漢
文
)

　
　
　
　
に
沿

っ
た

「生
産
的
な
読

み
手
」

の
読
解

モ
デ

ル
と
授
業

モ
デ

ル
を
提

　
　
　
　
示
す

る
。

　
課
題

2
　
学
校
現
場

の
教
師
が
学
習
者

の
読
解
力
を
領
域
ご
と
に
診
断

・
評
価

　
　
　
　
す
る
方
法
を
開
発
す
る
。

　
課
題

3
　
学
校
現
場

の
教
師
が

「生
産
的
読

み
手
」
を
育

て
る
授
業
力
を
自

己

　
　
　
　
診
断

・
評
価

し
、
授
業
改
善

の
示
唆
を
得
る
評
価

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

　
　
　
　

る
。

　
課
題

4
　

教
育
実
習
前
後
に
学
生
が
授
業
力
を
自

己
診
断
で
き
る
よ
う
に
評
価

　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
を
拡
張
し
、
有
効
性
を
検
証
す
る
。

こ
こ
に
言
う

「
生
産
的
な
読
み
手
」
と
は
、

　
　
文
章

に
明
示
的
な
言
語
的
情
報
を
理
解
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
既
有

の
知
識

　
　
や
情
報
と
結
び

つ
け

て
推
論

し
た
り
、
批
評
し
た
り
し
な
が
ら
読
書
行
為
を

　
　
行
う
読

み
手

の
こ
と
。
前
段
は
先

の

「
テ
キ

ス
ト
ベ
ー

ス
の
モ
デ

ル
形
成
」
、
中
段
は

「状

況

モ
デ

ル
形
成
」

「
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
能
力
」

に
か
か
わ
り
、
後
段
は

「読
解
プ

ロ
セ

ス
に
お
け
る

「
対
話
」

の
旦
ハ体

で
あ
る
。

そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
学
習

の
課
題
が
見
出

だ
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
問
題
は
こ
れ
を
授
業

に
お

い
て
い
か
に
改
善

し
て

い
く
か

に
あ

る
。

「
教
育

評
価
」

(ev
a
lu
atio
n
)

は

「
ア
セ

ス
メ
ン
ト
」

に
よ

っ
て
得
ら

れ
た
資
料

か
ら
、
そ

の
教
育
実
践

の
目
標
に
照
ら
し
て
達
成
度

を
価
値
判
断
す

る

行
為

で
あ

っ
て
、
さ
ら

に
は
そ
れ

に
も
と
つ

い
て
改
善

の
方
策
を
打
ち
出
す
行
為

,
」

で
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

そ
れ
は

「
授
業
改
善

の
示
唆
」

(
課
題

3
)
を

め

ざ
す
本
研
究

に
と

っ
て
も
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。

「
テ
キ

ス
ト
ベ
ー

ス
の
モ
デ

ル

形
成
」

「状

況

モ
デ

ル
形
成
」

「
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
能
力
」
を

め
ぐ

っ
て
は
、
課
題

析
出

の
折

々
に
、
ま
た
、
評
価
問
題

の
改

訂
を
通
じ
て
す
で
に
提
案
を
試

み
た
。

こ
こ
で
は

「読
解
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る

「
対
話
」
」
を
取
り
上
げ
る
。

　

「読
解
プ

ロ
セ

ス
に
お
け
る

「
対
話

」
」
と

は
、

P
I
S
A
型
読
解

力
に

い
う

「熟
考

・
評
価
」
、
読
解

モ
デ

ル
に

い
う

W

「応
答

」
、

V

「
対
話
」

の
こ
と
だ

が
、
見
た
と

お
り
、
こ
れ
を
問
う
第

6
問

(
2
)
の
回
答

は
パ
イ

ロ
ッ
ト
調
査

v
er.

4

・
5
、

8
と
も
に
芳

し
い
結
果
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
第

6
問

(
2
)
は
い
わ

ゆ
る
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
評
価
問
題

で
あ
る
。
そ

の
評
価

の
観
点

は
、
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1
語
り

の
構
造

の
理
解

【
幅
広

い

一
般
的
な
理
解

の
形
成
】
読
解

モ
デ

ル
ー

　
　
行
平
詠
は
行
平
を
、
定
家
詠
も
行
平
を
詠
歌
主
体
と
し
、
前
者
を
離
京
時

の
、

　
　
後
者
を
因
幡
国
国
司
着
任
時

の
心
情
を
詠

じ
た
歌
と
し
て
解
釈
す
る

こ
と
が

　
　

で
き
る
。

　

2

マ
ク

ロ
命
題

の
構
成

【
解
釈

の
展
開
】
読
解

モ
デ

ル
H

　
　
行
平
詠
が
再
会
を
願
う
心
情
を
表
現
し
、
定
家
詠
が

「な
か
な
か
に
」
に
よ

　
　

っ
て
再
会
を
願
う
思

い
と
忘

れ
ら
れ
る
不
安
と

の
間
で
宙
吊
り
に
な

っ
た
行

　
　
平

の
心
情
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
解
釈
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

　

3
状
況

モ
デ

ル
の
形
成

【
解
釈

の
展
開
】
読
解

モ
デ

ル
皿

　
　
両
首

の
詠
歌
主
体

(行
平
)

の
心
情

の
表
現

の
異
な
り
を
、　

"
直
情
"
　
"
真

　
　
率
さ
"
、
　
"
宙
づ
り
"
　
"
複
雑
"
な
ど

の
言
葉
に
よ

っ
て
説
明
で
き
る
、

　

4
問

い
の
生
成
と
対
話

【
熟
考

・
評
価
】
読
解

モ
デ

ル
W
V

　
　

"
離
別
"

の
心
情
を
め
ぐ
る
両
詠
詠
歌
内
容

の
異
な

り
が

"
人
の
心
"

の
捉

　
　
え
方

の
異
な
り
に
よ
る
こ
と
を
熟
考
し
、　

"
人

の
心
"

に

つ
い
て
自
ら

の
知

　
　
識
や
体
験
を
踏

ま
え
た
考
え
を
述

べ
る

こ
と
が

で
き
る
。

だ

っ
た
が
、
第

1
問
～
第

6
問

(
1
)

の
設
問
改
訂
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
は

ー

・
2
が
低

調
で
、

3

・
4
が
不
調

に
終
わ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
筆
記

に
よ
る
評
価
問
題

の
限
界
を
示
す
も

の
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
た
び

の

「学
力
評
価
問
題

(
古
文

・
韻
文
)
」

は
読
解

モ
デ

ル
の
ー
か
ら

V

ま
で
を
設
問

の
順
序

に
よ

っ
て
再
構
成

し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
読
解
.フ
ロ

セ

ス
各
段
階

の

「読
解
力
」
を
測
定

し
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
プ

ロ
セ
ス
の
初
期

レ
ベ
ル
に
蹟
き

の
あ

っ
た
被
験
者
は
、
そ
の
修
正
が
な
さ
れ
な

い

ま
ま
高
次

の

「読
解

」
に
向
か
う
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
は
、
授
業
で

い
え
ば
、
形

成
的
評
価
に
基
づ
く
指
導

の
変
更
を
行
わ
な

い
ま
ま
計
画
通
り
に
進

め
、
最
終
ゴ

ー
ル
に
到
達

し
た
者
だ
け

に
高
評
価
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
で
は

自
由
記
述
問
題

の
評
価
規
準
に
か
か
わ
る

「思
考
力

・
判
断
力

・
表
現
力
等
」

は

正
確
に
判
定

で
き
ず
、
し
た
が

っ
て
課
題
も
曖
昧
な
ま
ま
で

「授
業
改
善

の
示
唆
」

も
十
分
な
も

の
と
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本

「
学
力
評
価
問
題
」

か
ら

授
業
指
導

へ
の
展
開

の
具
体
的
方
策
を
さ

ぐ
る
企
図
を
も
込
め
て
、
本
年
度
、
大

学
生
を
対
象
と
し
た
以
下

の
実
践
を
試
み
た

(
二
年
生
前
期
当
初
、
①

～
⑦
全
回

答
四
十
四
名
)
。

　
①

<
。唇
8
に
よ
る

「学
力
評
価
問
題
」
試
験

の
実
施

　
②
第

1
問
～
第

6
問

(
1
)
に

つ
い
て

の
評
価
基
準

(末
尾
資
料
、
参
照
)
に

　
　
よ
る
自

己
評
価

　
③
第

1
問
～
第

6
問

(
1
)

の
授
業
者

に
よ
る
解
説

(
「
詠
歌
主
体
」
概
念
、

　
　

「題
詠
」
、

「秋
風
」
形
象
性
二
種
、

「な
か
な
か
に
」

の
機
能

・
効
果
)

　
④
第

6
問

(
2
)

a
回
答

の
再
提
出

　
⑤
④

回
答

の
班
で

の
回
覧
と
評
価

(
0
～
4
の
五
段
階
)

　
⑥
⑤

で
の
高
評
価

回
答
に
授
業
者
高
評
価
回
答
を
加
え

て
ク
ラ
ス
に
配
布

　
⑦
⑥

の
高
評
価
回
答
を
踏

ま
え
た
第
6
問

(
2
)

b
回
答

の
再
提
出

②
～
⑤

は
前
掲

「評
価

の
観
点
」

1
～

3
の
達
成
を
調
整
す
る
も
の
、
⑥
⑦
が
同

4
の
再
調
査

で
あ
る
。

　
結
果
、
①
は
従
前

の
パ
イ

ロ
ッ
ト
調
査
と
変
わ
ら
な

か

っ
た
が
、
⑤

で
は
ほ
ぼ

全
員
が

2
以
上

の
評
点
を
得
、

3
も
し
く
は
4
の
評
点
を
得
た
も
の
が
七
割
を
越

え

て
、
前
掲

「
評
価

の
観
点
」

の
3
ま
で

の
達
成
が
ほ
ぼ
確
か
め
ら
れ
た
。
⑥

で

配
布
し
た
高
評
価
回
答
か
ら

一
部
を
紹
介
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
行
平

の
歌

で
は
、
行
平

は
都

の
人
の

「待

つ
」
と
い
う
言
葉
を
素
直
に
望

み
、

　
　
素
直

に
信
じ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
定
家

の
歌
か
ら
は
、
都

の
人
が

「待

つ
」

　
　
と
言

っ
て
も

一
層
人
恋
し
さ
が
募
る

一
方

で
、
人

々
が
心
移

り
し
て
自
分
な

　
　
ど
忘
れ
さ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
不
安

も
あ
る
と

い
う
、
板
挟

み
に

　
　
な

っ
た
行
平

の
心

の
落
ち
着
か
な
さ

が
読
み
取
れ
る
。

　

・
「
な
か
な
か
」
を
用

い
る
定
家

は
、
都

の
人
た
ち
に
待

っ
て
い
て
ほ
し

い
と
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い
う
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
も
、
行
平

の
こ
と
な
ど
も
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い

る
だ
ろ
う

し
、
待

っ
て
い
る
と
告
げ
ら
れ
る
と
か
え

っ
て
会

い
た
く
な

っ
て

し
ま
う
か
ら
待

っ
て

い
る
と
言
わ
な

い
で
く
れ
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

人
間

の
心
を
、
複
数

の
思

い
が
交
錯
す
る
複
雑
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
/

そ
れ

に
対

し
、

「な

か
な

か
」
を
用

い
な

い
行
平
は
、
待

つ
と
聞

い
た
な
ら

す
ぐ
に
帰
り
ま
し
ょ
う
と
詠

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
人
間

の
心
を
純
粋
な
も

の
だ
と
捉
え

て
い
る
。

・
行
平
は

「待

っ
て

い
る
」
と

い
う
言
葉
を
求
め
て
お
り
、
人
と
離
れ
る
寂

し

さ
や
自
分

の
帰
り
を
待

つ
人

の
存
在
を
信

じ
た

い
と

い
う
気
持
ち
を
素
直

に

詠
ん
で

い
る
と
感

じ
ら
れ
る
。
/
そ
れ
に
対

し
、
定
家
は

「待

っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
人

の
心

の
移
り
変
わ
り
を
考
え
、
き

っ
と
自
分

の
こ

と
は
忘

れ
て
し
ま

っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

い
う
悲
観
的
な
考
え
を
含
ん

で
い
る

が
、
そ
れ

で
も
ど
こ
か
待

つ
人
を
信
じ
た

い
と

い
う
複
雑
な
心
が
詠
み
込
ま

れ

て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

・
「な

か
な
か
」
を
用

い
る
定

家

の
歌

は
、

「な

か
な
か
」
が
あ

る
こ
と
で
、

在
原
行
平
が
不
安
な
心
情
と
人
恋

し
く
思
う
気
持
ち
を
ど
ち
ら
も
感
じ
、

ど

　
つ
ち

つ
か
ず
な
心
情

で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
表
現
さ
れ

て
い
て
、
人
間

の
心

を
冷
静

に
、
客
観
的
に
捉
え

て
い
る
。
/

こ
れ
に
対

し
て
、

「
な
か
な
か
」

を
用

い
な

い
行
平

の
歌
は
、
別
離

の
悲
し
み
を
表
現
し
て
い
て
、
人
間

の
心

を
、
前
者
と
比

べ
る
と
、
主
観
的
に
捉
え

て
い
る
。
前
者
は
、
定
家
が
行
平

に
な
り
き

っ
て
詠

ん
だ
も

の
で
あ
り
、
実
際

に
定
家
が
体
験
し
た
こ
と
で
は

な

い
た
め
に
冷
静

で
客
観
的

に
、
行
平

の
都

の
人

々
に
対
す
る
人
恋
し
さ
や

忘
れ
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る

の
で
は
な

い
か
と

い
う
不
安
を
捉
え
る

こ
と
が

で
き
て

い
る
の
だ
と
、
私
は
思
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
対

し
、
後
者
は
、
実
際

に
体
験

し
た
行
平
が
、
そ

の
場

で
感
じ
た
気
持
ち
を
そ

の
ま
ま
詠
ん
だ
も
の

で
、
だ
か
ら

こ
そ
、
前
者
よ
り
も
詠
者

の
悲
し
み
が
私
た
ち
に
伝
わ
る

の
だ

　
　
ろ
う
と
、
私
は
思
う
。

前
節
に
紹
介

し
た
回
答
と
比
較
す
れ
ば
授
業
指
導

の
効
果
は
明
ら

か
で
あ
る
。
「学

力
評
価
問
題
」
で
は
設
問
に
読
解
プ

ロ
セ

ス
の
再
構
成
を
試
み
て
も
限
界
が
あ
り
、

「学
力
評
価
問
題
」
を
形
成
的
評
価

の

一
助
と
し
、

こ
れ
を
授
業

に
よ
る
学
習
指

導

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が

い
か
に
有
効
か
を
、
右

は
示
し
て

い
る
。

　
さ

て
、

こ
う
し
た
結
果
を
う
け

て
実
施

し
た

の
が
⑥
⑦
で
、
⑦

で
は
、

以
下

の

P
I
S
A
型
読
解
力

の
ル
ー
ブ

リ

ッ
ク
を
示
し
て
回
答
さ
せ
る
実
験
群
と
示
さ
な

い
統
制
群

に
分
け
て
再
提
出
を
求
め
た
。

A

「熟
考

・
評
価

の
プ

ロ
セ
ス
で
は
、
テ
キ

ス
ト
で
提
供
さ
れ
る
情
報
と
自
分

　
自
身

の
概
念
的
、
経
験
的
な
基
準

の
枠
組
み
と
を
関
係
づ
け
る
た
め
に
、
テ

　
キ

ス
ト
に
含
ま
れ
な

い
知
識
や
考
え
、
態
度

を
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(『
P
IS
A
2
0
0
9
年
調
査
　

評
価

の
枠
組
み
』
56
頁
)

B

「
テ
キ

ス
ト
の
内
容
を
熟
考

・
評
価
す
る
た
め
に
は
、
読

み
手
は
テ
キ

ス
ト

　
内

の
情
報
と
他

の
情
報
源
か
ら

の
知
識
を
結
び
付
け
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た

　
世
界
に
関
す

る
自
ら

の
知
識
に
照
ら

し
合

わ
せ
て
テ
キ

ス
ト

で
主
張
さ
れ
て

　
い
る
内
容
を
評
価
し
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
」

(
同
上
)

C

「
テ
キ

ス
ト

の
形
式

の
熟
考
　
・
評
価

に
お

い
て
は
、
読

み
手

は
、

テ
キ

ス

　
ト
と
距
離
を
置
き
、
そ
れ
を
客
観
的
に
検
討
し
て
、
そ

の
質
や
妥
当
性
を
評

　
価
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
」

(
同
上
)

　
統
制
群

(
有
効
回
答

二
〇
名
)

の
第

6
問

(
2
)

b

(
「
そ
れ
ぞ
れ

の
捉
え
方

に

つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。
違

い
を
説
明

し
て
、
あ
な
た

の
意
見
を

述

べ
な
さ

い
。
」
)

へ
の
回
答
は
、

　

・
行
平

は
別
れ

の
場

で
詠
ん
だ
和
歌
で
、
定
家

の
和
歌
は
別
れ
て
し
ば
ら
く
経

　
　

つ
た
時
を
想
定

し
て
詠
ま
れ
た
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代

で
例
え

る
な

　
　
ら
、
卒
業
式
で
の
友
達
と
の
別
れ

の
よ
う
な
も
の
だ
。

そ

の
場

で
は

「ま
た

　
　
会

お
う
ね
」
と
言

い
合
う
が
、
新
し

い
生
活
が
始
ま
る
と
そ
の
友
達

と
も
連
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絡
を
取
ら
な
く
な
り
、
次
第

に
忘
れ
て

い
く
。
ふ
と
昔
を
思

い
出

し
た
時

に

　
　
そ

の
友
達
が
恋
し
く
な
る
が
、
も
う
忘
れ
ら
れ

て
い
る
だ
ろ
う
と
定
家
扮
す

　
　

る
行
平

の
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
。
よ

っ
て
、
私
は
両
者

の
別
れ
の
考
え
方

　
　
を
理
解

で
き
、
共
感
す
る
。

　

・
私
は
両
者

の
意
見
ど
ち
ら
に
も
賛
成
で
き

る
。
行
平

の
句

は

「待

っ
て

い
る
」

　
　
と

い
う
言
葉
を
求

め
て
お
り
、
人
と
離
れ

る
寂
し
さ
や
自
分

の
帰
り
を
待

つ

　
　
人

の
存
在
を
信
じ
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
素
直
に
詠
ん
お
り
、
前
向
き
な
素

　
　
直
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
に
対

し
、
定
家
は

「待

っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ

　
　
な
が
ら
も
、
人

の
心
の
移
り
変
わ
り
を
考
え
、
き

っ
と
自
分

の
こ
と
は
忘

れ

　
　

て
し
ま

っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

い
う
悲
観
的
な
考
え
を
含
ん
で

い
る
が
、
そ
れ

　
　

で
も
ど
こ
か
待

つ
人
を
信
じ
た

い
と

い
う
複
雑
な
心
が
描
か
れ
て
い
る
と

い

　
　
う
違

い
が
あ
る
。

し
か
し
、
わ
た

し
が
も
し
彼
ら

の
よ
う
に
大

切
な
人
と
別

　
　
れ
る
運
命
な
ら
、
相
手

の
心
が
移
り
変
わ

る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
不
安

の

　
　
中

で
、

い
や
信

じ
よ
う
と
前
向
き
に
考
え

る
自
分

の
み
を
認
識

し
よ
う
と
す

　
　

る
と
思
う
。
だ
か
ら

こ
そ
両
者
が
歌

っ
て
い
る
情
景
や
心
情

ど
ち
ら
に
も
賛

　
　
同

で
き
る
。

と
い

っ
た

P
I
S
A
型
読
解
力

A
段
階

の

「
テ
キ

ス
ト
で
提
供
さ
れ
る
情
報
と
自

分
自
身

の
概
念
的
、
経
験
的
な
基
準

の
枠
組
み
と

の
関
係
づ
け
」
に
か
か
わ
る
場

合
が
多

い
が
、
次

の
よ
う
な

B

・
C
段
階
に
屈

い
た
も

の
も
あ

っ
た
。

　

・
定
家

は
、
因
幡

の
国

か
ら
遠
く
離
れ
た
都

で
自
分

(詠
歌
主
体
)
を
待

つ
人

　
　
が
本
当
に
自
分

の
こ
と
を
待

っ
て
い
て
く
れ
る

の
か
と
、
人
恋

し
さ
と
不
安

　
　

で
揺
れ
動
く
人

の
心
を
複
雑
な
も

の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
行
平
は
、
都

で

　
　
待

つ
人
も
ち

ゃ
ん
と
自
分

の
こ
と
を
待

っ
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う

し
、
自
分

　
　
も
そ
れ
を
信
じ

て
そ
の
思

い
に
応
え
た

い
と
し
て
、
人

の
心
に
も
変
わ
ら
な

　
　

い
部
分
は
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
/
私
は
、

こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
を
考

　
　
え
る
と
行
平

の
考
え
方
は
相
当
相
手
を
信
頼

し
て
い
な

い
と
で
き
な

い
考
え

方
だ
と
思
う
。
現
代
な
ら
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や

メ
ー

ル
、
電
話
で
遠
く

離

れ
た
相
手
と
も
気
軽
に
や
り
と
り
が
で
き
る
。

そ
う
や

っ
て
相
手
が
今
何

を
し
て
い
る

の
か
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
も
で
き

る

だ
ろ
う
。
し
か
し
行
平
ら
が

こ
の
歌
を
詠
ん
だ
平
安
時
代
は
、
せ

い
ぜ

い
手

紙
が
何

日
も
か
け

て
よ
う
や
く
届
く
程
度

で
あ
る
。
き
ら
び
や
か
で
誘
惑

の

多

い
で
あ
ろ
う
都

の
生
活
を
考
え
る
と
、
定
家

が
詠
ん
だ
よ
う

に
、
会
え
な

い
う
ち

に
自
分

の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
、
と
遠

く
の
地

か
ら

不
安
に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
当
然

で
あ
る
と
思
う
。
簡
単

に
は
相
手
の
様

子
が
分
か
ら
な

い
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
定
家
が
歌

で
表
現

し
た
詠
歌
主
体

(行

平
)

の

「
な
か
な
か
に
」

の
心
情
が
よ
り

一
層
切
迫
し
て
こ
の
歌
を
読
む
私

た
ち

に
伝
わ

っ
て
く
る

の
だ
と
も
思
う
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
行
平

の
詠

ん
だ

「相

手
を

一
途

に
信
じ
る
気
持
ち
」
を
評
価
し
た
い
。
行
平
も
遠

く
離
れ
離
れ
に
な

る
こ
と
が
全
く
不
安

で
な

い
わ
け
が
な

い
と

は
思
う
が
、

そ
れ
で
も
な
お

「あ
な
た
が
待

っ
て

い
て
く
れ
る
の
な
ら
ば
、
私
は
す
ぐ
に

で
も
会

い
に
行
く
よ
」
と
堂

々
と
詠
み
あ
げ
る
行
平

の
誠
実
さ
や

一
途
な
思

い
か
ら

は
、
彼

の
都

で
待

つ
人
に
対
す

る
愛

の
深
さ
が
感

じ
ら
れ
る
。
待

っ

て
い
て
く
れ
る
相
手
を
信

じ
続
け
る
と
い
う
、
行
平
が
表
現

し
た
ひ
た
む
き

な
心
は
現
代
で
も
多
く

の
人
を
惹
き

つ
け
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

・
行
平

の
歌
は
、

人
恋
し
さ

に
対
す
る
素
直
な
心
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
真

っ
直

ぐ
な

人
柄
が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
れ
に
対
し
、
定
家

は
人
恋

し
さ
も
感
じ
な
が
ら
、
物
理
的
な
距
離
か
ら
心
理
的
な
距
離
も
生
ま
れ
て
し

ま
う

の
で
は
な

い
か
と

い
う
不
安
を
抱
え
る
落
ち

つ
き

の
な

い
心
境

を
詠
ん

で
お
り
、
よ
り
複
雑
な
心

の
動
き
を
捉
え

て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
/

こ
の
二

つ
の
歌

は
詠
ま
れ
た
条
件
が
違
う
た
め
、

こ
の
よ
う

に
心

の
捉
え
方

が
異
な

る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者

は
、
行
平
が
実
際
に
離
京

す
る
と

い
う
状
況
下

で
詠
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
素
直
に
寂

し
い
、
離
れ
が
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た

い
と

い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
後
者

　
　
は
定
家
が
題
を
与
え
ら
れ
、
行
平
に
成
り
代
わ

っ
て
詠
ん
だ
歌

で
あ
る
。

し

　
　
か
も
、
赴
任
先

の
地

で
詠
ん
で

い
る
と

い
う
設
定
だ
か
ら
、
物
理
的
な
距
離

　
　
が
す
で
に
生
じ
て
お
り
、
不
安
が
掻
き
立

て
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る

の
も
共

　
　
感

で
き
る
。
よ

っ
て
、
私
は
二

つ
の
歌
と
も
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件

下
に
応
じ
た

　
　
心
を
適

切
に
捉
え

た
歌

で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
実
験
群

(有
効
回
答

二
四
名
)
で
は
、
す

べ
て
が

「
テ
キ

ス
ト
と
距
離
を
置
き
、

そ
れ
を
客
観
的

に
検
討
」
す

る
P
I
S
A
型
読
解

力

の
C
段
階

に
到
達

し
、

「
人

の
心
」
あ
る

い
は
こ
れ
を
め
ぐ
る
人
間
相
互

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
問
題
に
か

か
わ

る

「
対
話
」

へ
と
参

入
し
て

い
る
。

　

・
行
平

の
歌

は

「待

っ
て
い
る
」
と

い
う
言
葉
を
言

っ
て
ほ
し

い
と
思

い
、
都

　
　
の
人
た
ち
が
自
分

を
待

っ
て
い
る
こ
と
を
素
直

に
信

じ
た

い
と
考
え

て

い

　
　
る
。
定
家

の
歌
は

「待

っ
て

い
る
」
と

い
う
言
葉
に
対

し
、
人
の
心

の
移

り

　
　
変
わ
り
を
考
え
て
し
ま

い
、
き

っ
と
自
分

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て

い
る

　
　
だ
ろ
う
と
悲
観
的

に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
ど
こ
か
待

つ
人
を
信
じ
た

　
　
い
と

い
う
複
雑
な
思

い
が
あ
る
。
/

こ
の
二

つ
の
歌

で
、
私
は
行
平

の
歌

よ

　
　
り
も
定
家

の
歌

の
方
が
好
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

人
の
心
は
行
平

の
歌

の

　
　
よ
う
に
単
純

で
は
な

い
と
考
え

る
か
ら
だ
。
信
じ
ら
れ
な

い
が
、
信
じ
た
い

　
　
と
思

っ
て
し
ま
う
と

い
う
よ
う

に
、
心

の
中

で
葛
藤
す
る

の
が
人
間
ら
し

い

　
　
と
感
じ
る
の
だ
。
定
家

の
歌

か
ら
は
、
人
間

の
生

の
思

い
が
う
ま
く
入
れ
ら

　
　
れ

て
い
る
と
思
う
。

　

・
心
と
は
、
　
一
貫
し
て
同
じ
感
情
を
持
ち
続
け
る

こ
と
な
ど
不
可
能

で
、
揺

れ

　
　
動
か
ず

に
は
い
ら
れ
な

い
も

の
な

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
自
ら

の
置
か
れ

　
　
て
い
る
状
況
、
心
情
と

い

っ
た
内
的
要
因
を
始
め
、
場
所
、
風
景
、
天
気
、

　
　
明
る
さ
、
時
間
な
ど
と

い
う
外
的
要
因
に
至
る
ま
で
、
人
間

の
心
を
揺

れ
動

　
　
か
す
要
因
は
い
く
ら

で
も
あ
る
。
た
と
え

一
貫
し
た
思

い
を
持
ち
続
け
て

い

る
と
自
分

で
思

っ
て
い
て
も
、
ち

ょ

っ
と
し
た
こ
と

で
心
が
揺
れ
る
と
い
う

こ
と
は
あ
る
は
ず
だ
。

そ
う

い
う
意
味

で
も
、
定
家

の
描

く
、
複
数

の
異
質

な
感
情

の
内
に
板
挟
み
に
な

っ
て
い
る
と

い
う
心
の
ほ
う
が
、
人
間

の
心
を

よ
り
リ
ア
ル
に
切
り
取

っ
て
い
る
と

い
え
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

・
人

の
心

は
移
り
変
わ
る
も

の
で
あ
り
、
離
れ
た
者
同
士
が
同
じ
温
度

で
互

い

を
想

い
合
う
こ
と

は
極
め
て
難
し

い
こ
と

で
あ
る
。
離
別

の
場
合
、
離
れ
た

者

た
ち

は
違
う
場
所

で
違
う
と
き
を
過
ご
す

こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
る
と
、

同
じ
く
ら

い
互

い
の
こ
と
を
想

い
あ

っ
て
別
れ
た
と
し
て
も
、
そ

の
後

の
生

活
が
充
実
し
て

い
る
者
は
、
今
過
ご

し
て
い
る
時
が
楽
し
く
て
、
離

れ
た
人

の
こ
と
な
ど
忘
れ
が
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
生
活
が
上
手
く
い
か

な
か

っ
た
者
は
、
昔
は
よ
か

っ
た
と
過
去

の
こ
と
に
す
が
り

つ
き
た
く
な
り
、

離

れ
た
人

の
こ
と
を
強
く
想

い
続
け
が
ち
に
な
る
。
定
家

は
こ
の
こ
と
を
考

え
て

い
た

の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
う
。
都
に
残

っ
た
人
た
ち
は
行
平
が

い

な

い
な
り
に
も
充
実
し
た
生
活
を
送

り
、
行
平

の
こ
と
な
ど
忘
れ
て

い
く

一

方

で
、
行
平
は
因
幡
に
飛
ば
さ
れ
、
知
ら
な

い
土
地

で
都
を
強
く
想

い
な
が

ら
過
ご

し
て
い
く

こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
と
私
も
思
う

の
で
、
定
家

の
心

の

捉
え
方

に
共
感
す

る
。

・
行
平

の
ほ
う
は
離
京
す
る
際

に
京

の
人
た
ち
と
別
れ
る
時

の
つ
ら
さ
や
寂

し

さ
を
思

い
、
京

の
人
た
ち
は
自
分
を
待

っ
て
い
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
素
直

に
信

じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
行
平
は
人
間
の
心
を
素
直

で

直
観
的
な
も

の
と

し
て
捉
え

て
い
る
。　
一
方

の
定
家
は
人
を
恋

し
く
思
う

一

方

で
本
当
に
自
分

の
こ
と
を
待

っ
て
く
れ
る

の
か
と

い
う
不
安
を
持

っ
て
い

て
そ

の
両
者
で
葛
藤
し
て

い
る
姿
が
読

み
取
れ
る
。
よ

っ
て
定
家
は
人
間

の

心
を

一
つ
の
感
情
だ
け
で
は
な
く
様

々
な
感
情

が
入
り
交
り
あ
う
複
雑
な
構

造

の
も

の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
/

ま
ず
行
平

の
考
え
に

つ
い
て
私
は
希
望

や
望

み
の
よ
う
な
も

の
を
見
出
せ
る
。

ひ
た
す
ら

に
そ

の
こ
と
が
事
実

で
あ
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る
わ
け
で
も
な

い
　

そ
う
し
た
人
間
同
士

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
孕
む

　
　
根
源
的
な
問
題
を
背
景
と
し
て
、
他
者

の
心

に
敏
感

で
あ
る
人
間

ほ
ど
辛

い

　
　

目
に
遭
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

一
種

の
不
条

理
さ
を
見
出
す

こ
と
が
で

　
　
き
る

の
で
は
な

い
か
。

こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
前
節
引
用

の
回
答
、
①

の
パ
イ

ロ
ッ
ト
調
査
に
お
け
る
回
答

と
比
較
す
る
と
、
量
、
質
と
も
に
格
段
に
充
実

し
た
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
て
、

テ
キ

ス
ト

モ
デ

ル

・
状
況

モ
デ

ル
の
精
確
な
形
成
は
テ
キ

ス
ト

の

声
を
聞
き
届
け

る

「
対
話
」

の
前
提
と
な

っ
て
、

P
I
S
A
型
読
解
力

A
段
階

の

「
テ
キ

ス
ト
で
提
供
さ

れ
る
情
報
と
自
分
自
身

の
概
念
的
、
経
験
的
な
基
準

の
枠

　
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
気
持
ち
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
く
る
。
私
も

こ
の
よ

う
に
物
事
を

一
心
に
信
じ

て
い
れ
れ
ば
ど
ん
な
に
気
が
楽

で
あ
ろ
う
か
と
思

う
が
、
わ
た

し
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
定
家

の
考
え
る
心
が
人
間
の
心
な

の

で
は
な

い
か
と
思
う
。

一
つ
の
こ
と
、
た
と
え
ば
自
分

の
将
来
に
対
し
て
信

じ
て
今
を

一
生
懸
命

に
生
き
た
い
と
思
う
が
、
ど
こ
か
に
何
か
し
ら

の
不
安

が
あ

っ
て
そ

の
葛
藤

の
中
で
人
は
そ
れ
ぞ
れ
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

・
行
平

は
、

「
待

つ
」
と

い
う
言
葉

に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
純
粋

に
受
容
し
て

い
る

の
に
対
し
、
定
家
は
都

の
人

々
の
待

つ
と

い

っ
た
言
葉

へ
の
頼
り
な
さ

と
そ
れ
で
も
自
分

の
帰
り
を
待

っ
て
い
て
く
れ

て
い
る
の
だ
と
信
じ
よ
う
と

す
る
心
情
と

の
あ

い
だ

で
揺
れ
動

い
て
い
る
。
/

「待

つ
」
と
い
う
言
葉
を

受
け
取

っ
た
定
家

は
そ
う
し
た
心

の
複
雑
さ
を
感
じ
る
こ
と

へ
の
苦
し
み
を

表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者

の
う
た
は
、
言
語
化
で
き
な

い
人
間

の
心

の
複
雑
さ
、
う

つ
ろ

い
や
す
さ
に
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
で

一
種

の
苦

し

み
や

つ
ら
さ
を
味
わ
わ
さ
れ
る
人
間
と
そ
う

で
な

い
人
間
と
が
存
在
す
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
/
我

々
は
言
葉
を
用

い
る
際
に
必
ず
し
も
表
面
上

の
意

味
通
り
に
受
容
さ

れ
る
こ
と
を
期

し
て
発

し
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
ま
た
、

受
け
取
り
手
も
話
し
手

の
言
葉
を
純
粋
に
単

一
の
意
味
と
し
て
の
み
解
釈
す

組

み
と

の
関
係
づ
け
」
、

B
段
階

の

「
テ
キ
ス
ト
内

の
情
報
と
他

の
情
報
源

か
ら

の
知
識
を
結
び
付
け

(中
略
)
世
界
に
関
す

る
自
ら

の
知
識
に
照
ら

し
合
わ

せ
」

る

「対
話
」
を
活
性
化
し
、
そ

の
質

を
高

め
る

(統
制
群
)
。

ま
た
、
自
由
記
述

問
題
に
お
け
る
評
価
基
準

(
ル
ー
ブ
リ

ッ
ク
)

の
事
前
学
習
は
、

テ
キ

ス
ト
の
客

体
化
を
促

し
、
テ
ー

マ

(問
題
領
域
)

の
焦
点
化
、
新
た
な
発
見
を
導
き
、
記
述

の

「
対
話
」
過
程
を
思
索
的
な
も

の
に
す

る
。

六
　
お
わ
り

に

　
右

の
実
践

で
は
、
⑦

の
再
提
出
を
メ
ー
ル
添
付

フ
ァ
イ

ル
で
求

め
、
そ
れ
を

エ

ク
セ
ル
に
貼
り
付
け
て

一
覧

に
し
た
も

の
を
返
送
配
布

し
、
授
業

で
い
く

つ
か
を

取
り
上
げ

て
論
評
を
加
え
た
。
配
布

一
覧

を
も
と
に
交
流

の
場
を
設
け
て
さ
ら

に

テ
キ
ス
ト
と

の

「
対
話
」
、
学
習
者
相

互
の

「対
話
」
を
深
め

て
い
く
こ
と
も
考

え
た
が
、
和
歌
文
学
史

の
講
義

の
導
入

(受
講
者

の
和
歌
読
解
力
自

己
診
断
、
和

歌
学
習
指
導

の
モ
デ

ル
提
供
)
と

し
て
の
扱

い
だ

っ
た

の
で
、

そ
れ
は
行
わ
な
か

っ
た
。
高
等
学
校

の
実
践

で
は
こ
れ
を
加
え

る
の
が

「思
考
力

・
判
断
力

・
表
現

力
等
」

の
育
成
を
め
ざ
す
言
語
活
動
と
し
て
も
有
効
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
配
布

一
覧
を
統
制
群

・
実
験
群
ご
と
に
四
乃
至
五
段
階

で
評
価
さ

せ
、

そ
れ
を
も
と

に
評
価
基
準

(
ル
ー
ブ
リ

ッ
ク
)
を
作
ら

せ
る
こ
と
も
考
え
た
が
、

こ
れ
も
行
わ
な
か

っ
た
。
統
制
群

に
お

い
て
は
自
ら

の

「読
解
プ

ロ
セ
ス
に
お
け

る

「対
話
」
」

の
相
対
化
、
意

見
文
概
念

の
自

己
点
検
、
実
験
群
に
お

い
て
は
P

I
S
A
型
読
解
力

「
評
価
基
準
」
の
定
着
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
意
義

の
あ
る

こ
と

で
、

こ
う
し
た
こ
と
は
実
践

の
場
で
も
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が

m
、
そ
れ
は

い
か
に

も

ハ
ー
ド

ル
の
高

い
課
題

の
よ
う

に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び

の
大
学

で
の
授
業
実
践
で
は
、
⑤

の
場
面
で
、
第

6
問

(
2
)

a
の

回
答

へ
の
評
価

(
五
段
階
)
を
も
と
に

ル
ー
ブ
リ

ッ
ク
作
り
を
試

み
た
。

班
ご
と

に
作
成
さ
れ
た
評
価
基
準
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

(評
点
数
字
等
、
空
欄
、
ま
ま
。

(41)



回
答

例

、

略
)
。

　

0
　
問
題
の
主
旨
に
沿
っ
て
い
な
い

1
　
努
力
の
跡
が
見
ら
れ
る
　
自
分
の
考
え
を
記
述
で
き
て
い
る

2
　
問
題
の
和
歌
に
関
連
さ
せ
て
書
け
て
い
る

二
首
の
う
ち
片
方
に
し
か
触
れ
て
い
な
い

3
　
両
方
の
和
歌
に
触
れ
ら
れ
て
い
る

4
　
自
分
の
心
の
捉
え
方
に
関
す
る
考
え
が
書
け
て
い

る

B

01
　
問
題
文
の
意
図
で
あ
る
自
分
の
意
見
が
書
け
て
い

る

片
方
だ
け
解釈

で
き
て
い
る

2
　
両
方
に
つ
い
て
解
釈
が
で
き
て
い
る

3
　
両
方
に
つ
い
て
の

解
釈
に
加
え、

「
な
か
な
か」

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

る
。

4
　
直
叙
的
な
複
雑
と
い

う
対
比
だ
け
で
な
く、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く

述
べ

ら
れ
て
い
る

U

01
　
定
家
詠
と
行
平
詠
の

違
い

を
説
明
し、

自
分
の

意
見
を
述
べ

て
い
る
こ

と

2

　
　「

人
の
心
の

捉
え

方
の

違
い」

に
つ

い
て

意
見
を

述
べ

て
い

る
こ

と。

m4

Q

0・

　

自

分
の

主
張

・
　

問
題
に
即
し
た
解
答

・
　

そ
れ
ぞ
れ
の
捉
え
方
に
ふ
れ
て
い
る
か

E

0

1
　
二
つ
の
歌
の

違
い

を
理
解
し
て
い
る
こ
と
　
自
分
の

意
見
を
述
べ

て
い

る
こ

と

2
　
両
方
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

c　

4

F

O1
　
二
人
の
違
い
に
つ
い
て
の

問
い
の

解
答
を

踏
ま
え、

自
分
の
意
見
を
書

い
て
い
る

2
　
和
歌
の

解
釈
か
ら
発
展
し
た
内
容
が
書
け
て
い
る

c　

4

C.
7

0
　
何
も
書
い
て
い
な
い

1
　
自
分
の

考
え
が
書
け
て
い
る

2
　
自
分
の

経
験
に
即
し
て
説
明
で
き
て
い
る

3
　
文
章
の

中
の
「
心」

の

捉
え
方
と
自
分
の
経
験
に
基
づ

く
例
と
が
矛
盾

し
て
い
な
い

　

O1
　
自
分
の

意
見
が

書
け
て
い
る

23
　
心
の

捉
え
方
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
言
及
で
き
て
い
る

4
　
心
の

捉
え
方
の
理
解
と
意
見
が
矛
盾
な
く
書
け
て
い
る

先

に
紹
介

し
た
通
り
、
④
で
提
出
さ
れ
た
回
答
で
は
、
全
員
に

つ
い
て
設
題
者
が

用
意
し
た
前
掲

「評
価

の
観
点
」

3
の
達
成
が
確
か
め
ら
れ
、
学
生
相
互

の
評
点

で
も
ほ
ぼ
全
員
が

2
以
上
、

3
も

し
く
は
4
の
評
点

を
得
た
も

の
も
七
割
を
越
え

て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
回
答
、

ま
た
評
価

に

つ
い
て

の
メ
タ
認
知
と
な

る
と
、
右

の
ご
と
き
言
葉

で
し
か
説
明
で
き
な

い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
被
験

(42)



者

は
高
等
学
校
卒
業
時

の
学
力
を
大
学
入
試

で
査
定
さ
れ
て
入
学

の
許
さ
れ
た
二

年
生

(
前
期
当
初
)
。
専
門

課
程

の
履
修

以
前

で
、

「評
価

」
論
に
か

か
わ

る
知

見
は
ま
だ
得

て
い
な

い
。

つ
ま
り
、
彼
ら
は
高
等
学
校
ま
で
の
学
習

に
お

い
て
何

が
学
ば
れ
た

の
か
を
測
る
指
標

で
も
あ

る
の
だ
が
、
そ

の
彼
ら
は
、
文
章
表
現

の

評
価
基
準
を
持
た
な

い
ま
ま
文
章

を
書
き
、
善

し
悪
し
を
直
感
的
に
判
断
し
て
、

そ
れ

で
済
ま
せ
て
い
る
/
済
ま
せ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　
第

6
問

(
2
)

b
再
提
出
回
答

に
よ
る

ル
ー
ブ
リ

ッ
ク
作
り
を
断
念

し
た

の
は

こ
れ
に
よ
る
が
、

一
方
、
実
験
群

に
P
I
S
A
型
読
解
力

「評
価
基
準
」
を
事
前

に
示
し
た

の
も

こ
れ
に
よ
る
。
文
章
表
現
を
メ
タ
化
し
て
評
価
基
準
を
学
習
す

る

機
会

の
な
か

っ
た
被
験
者
が
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
と
ど
う
な
る
か
。
結
果
は
見
た

通
り
で
あ
る
。

ル
ー
ブ

リ

ッ
ク
作

り
の
効
果
も
大
き
か
ろ
う
が
、

ル
ー
ブ
リ

ッ
ク

活
用
も
ま
た
書
記

の
間

の

「対
話
」
を
活
性
化
し
て
、

「思
考
力

・
判
断
力

・
表

現
力
等
」

の
育
成
に
相
応

の
効
用
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。

注1
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授

・
間
瀬
茂
夫
氏
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
学
研

　
究
費
補
助
金
助
成
研
究

(基
盤
研
究

(
B
)

「中
等
国
語
科

に
お

け
る
生
産
的
な
読
み
手

　
育
成

の
た
め

の
読
解
力

・
授
業
力
診
断
評
価

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

(平
成

24
～

26
年
度
)
)

　

の

一
環
と
し
て
作
成
し
た
も
の
。
詳
細
は
前

々
稿
参
照
。

2

『
P
ISA
2
00
6
年
調
査

・
評
価

の
枠
組

み
』

(O
団
Ω
)
、
明
石
書
店

)
に
表
示
解
説
さ
れ
る

　

「読
解
力

の
5

つ
の
プ

ロ
セ
ス

(側
面
)
」

(
二
〇
〇
六
年
調
査
)
"
『P
IS
A
2
0
09
年
調
査

　

・
評
価

の
枠
組
み
』

(同
)

「読
解
力

の
枠
組
み
と
側
面
の
下
位
尺
度
と

の
関
係
」

(
二
〇

　
〇
九
年
調
査
)
に
よ
る
。

3
秋
田
喜
代
美

「文
章
理
解
」

(内

田
伸
子
編

『
新

・
児
童
心
理
学

講
座
第
6
巻

・
言
語
機

　
能

の
発
達
』
所
収
、
金
子
書
房
、　
一
九
九
〇
年

=

一月
)
に
よ

る
。
な
お
、

キ
ン
チ

ュ

　

に
よ
る

モ
デ

ル
改
良
理
論

で
あ
る

「
構
築
-

統
合

モ
デ

ル
」
を

も
適
宜
参
照
し
た

(楠

　
見
孝
編

『
現
代

の
認
知
心
理
学
3
　

思
考
と
言
語
』
〈北
大
路
書
房
、
二
〇

一
〇
年
七
月
〉

　
第
4
章

「言
語
と
思
考
に
関
す

る
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ス
ト

モ
デ

ル
」

(都
築
誉
史
)
)。

4
こ
れ
に

つ
い
て
は
小
論

「古
典

(古
文
)
を
高
校

で
ど
う
教
え
る
か
」
(『
日
本
語
学
』
明

　
治
書
院
、

二
〇

一
四
年
七
月
)
、
参
照
。

5
注
2
、
同
。

6
残
る
二
例
は
、

「百
人

一
首

の
方

で
は
、
故
郷
の
人

の

「待

っ
て
い
る
よ
」
と

い
う
言
葉

　
を
聞

い
た
ら

「
帰
り
た

い
」
と
思
う
心
が
表
現
さ
れ

て
お
り
、
定
家

の
方
は
、

「待

っ
て

　

い
る
よ
」
と
い
わ
れ
る
と
、
か
え

っ
て
故
郷
を
忘
れ
ら
れ
な
く
て

つ
ら

い
と
い
う
心
。
」

　

「
行
平

は
、

一
直
線
と

い

っ
た
感

じ
で
、
ま

っ
す
ぐ
な
変

わ
ら
ぬ
想

い
を
、
定
家

は
、

　
人

の
心

の
移
ろ

い
や
す
さ
を
踏
ま
え
た
上

で
の

一
途
な
想

い
を
告
げ
て
い
る
違

い
。
」

い

　
ず
れ
も
高
校
生

の
解
答
だ
が
、
両
者
と
も

(
2
)

は
無
回
答
。
論
文
中
に
引

い
た
回
答

　
と
と
も
に
、
テ

キ

ス
ト
レ
ベ
ル
の
読
解
を

「
"
人
の
心
"

の
捉
え
方
」
と
し
て
メ
タ
化

　
し
て

い
く

こ
と

の
難

し
さ
を
物
語
る
が
、
そ
れ
故

に
、

こ
う
し
た
学
習

の
場
が
必
要
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,--,
M

　
あ
る
と
も

い
え

よ
う
。　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

q

7
ち
な
み
に
、
こ
う

し
た

"
人
の
心
"

の
捉
え
方
は

『
徒
然
草
』
二
三
五
段
に
も
見
出
せ
る
。

　
小
著

『
言
述
論

』

(笠
間
書
院
、

二
〇
〇
三
年
五
月
)
、
参
照
。

8
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
注

5
小
論
で
も
取
り
上
げ
た
。

9
田
中
耕
治
編

『
よ
く
わ
か
る
教
育
評
価

(第

2
版
)』

1
2

(ミ
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古 文 問題一 韻 文(Ver.8)・ ル ー ブ リック

①行平 歌r立 ち別 れ」歌

■第1問

*解 答　　「待つ」と　「松」

*評 価規準:読 解モデル1「 理解」

*評 価の観点

　 ・情報の取 り出し:和 歌修辞法に関する知識 ・語認知

　 ・幅広い一般的な理解の形成:テ キス ト内情報の部分間関係か らの同音異義語の推論

*評 価基準

1 同音異義語 を見出だしている。

2 文法 に関す る知識 を用いて 、語 のま とま りを適切 に理解 して いる。

(誤 答例:待 つ年 ・末年 、待 っ と ・松 と、等)　 　 　 　 　 　 一 一 一 一

3 近接す る命題 と関連 づ け、適切 な意味命題 を構成 してい る。

(誤 答例:生 ふ ・負ふ 、立ち ・絶 ち、待 っ ・末 、等)

■第2問

*解 答　 (もし)聞 くならば　聞いたら　聞いたなら

*評 価規準:読 解モデル1「 理解」

*評 価の観点

　 ・情報の取 り出し:語 認知 ・文法に関する知識

　 ・情報の取 り出し:古 文と現代文 との文法的対応に関する知識

*評 価基準

1 語の ま とま りを文 法に関す る知識 を用 いて語単位(「 聞 く」+「 ば」)と して理解 してい る。

(誤 答例:聞 かないで 、聞 こえるな らば、聞 いてみ る と、 聞いた ところ、等)

2 文法に関する知識を用いて句の意味命題(仮 定条件)を 構成 している。

(誤 答 例:聞 くと、等　 )一

3 古文 の適切 な現代語(「 聞 く」 「(もし)～ な らば」)に 言 い換 えてい る。

(誤 訳例:聞 けば、聞 いた時は、 聞 くのな らば、聞 くこ とがで きた ら等)一

■第3問a

*解 答 　 「待 って るよ」

*評 価 規準:読 解 モデル1「 理解」・II「 解釈 」

*評 価 の観点

　 ・情報の取 り出 し:文 法に関す る知識

　　　 (「む」 を推 量 と解 した場 合の 「まつ」 「聞か ば」 それぞれ の動 作主体解釈)

　 ・幅広い一般 的な理解 の形成:「 まっ とし聞か ば」 と 「い ま帰 り来む」 との命 題統合

　　　 (「待つ」 「聞 く」 「帰 る」の 関係 を軸 と した一首の意 味表 象の形成)

　 ・解 釈の展 開:設 問に示 された場 面か らの、状 況モデル を用いた意 味表象の形成

*評 価 基準

　　　 「まっ」 の動 作主体 が 「お ばあ ちゃん」、 「聞 く」 の動作 主体が 「ナナ」、 「い ま帰 り来む 」の動 作主体 が 「ナ

　　　ナ」 であ るこ とを理解 してい る。

　　　 (誤答例:立 ち別れ 、帰 り来 む、等)

　 　　 「待つ とし聞 く」 ことが 「い ま帰 り来む 」の条件 であ ることを理解 して いる。

　　　 (誤答 例:ば い ばい、戻 って こない と捨 て るよ?、 別れ た くない、 さみ しい 、え さが待 って る よ、ナナ ち ゃ

　　　　ん忘れ ません 、お願 い、いっ で もい いか ら、死 なないで、等)

　 　　状況モデル を形成 し、一首 中の語 を用 いて適切 な表現 を推定 してい る。

　　　 (誤答例:い つ まで待つの か、 ここにいる よ、聞 こえた ら、等)

■第3問b

*解 答 　 (因 幡 国で)私 はあなた(が た)が 待 ってい る と(も し)聞 いたな ら、(私 は)す ぐに帰 って参 りま しょ う。
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*評 価 規準:読 解 モデル1「 理解」・U「 解釈 」・皿 「鑑 賞」

*評 価 の観点

　 ・情報の取 り出 し:文 法に関す る知識

　　 (「む」 を意 思 と解 した場合 の現代語訳 、 「まっ」 「聞か ば」それぞれ の動作主体解釈 、副詞 「いま」 の適 訳)

　 ・幅広い一般 的な理解 の形成:「 まつ とし聞か ば」 と 「い ま帰 り来む」 との命 題統合。

　　 (「待 つ」 「聞 く」 「帰 る」の関係 を軸 と した一 首の意味表象 の形成)

　 ・解 釈の展 開:設 問に示 された場 面か らの、状 況モデル を用いた意 味表象の形成

*評 価 基準

1 「待つ」、 「聞 く」、接続 助詞 「ば」、 「帰 る」、助 動詞 「む 」(意 思)を 適切 に訳 している。

2 「い ま」 を副詞 として訳 してい る。

3 「待っ」 「聞 く」 「帰 る」 の動 作主体 を補 って、一 首全体 を適切 に訳 している。

4 場所 を適切 に補 って状況モデル を形成 し、一首全体 を適 切 に訳 してい る。

(許容例:(都 の 人 が)待 つ と聞 いたな ら、(私 は)今 す ぐ帰 って来 るだろ う。

　　　　 も しあなた が待 ってい る と聞いた ら、す ぐに都 に帰 って こよ う。

■第3問c

*解 答　離別(別 離)〉 　別れ　〉　離京(旅 立ち)　 〉　赴任

*評 価規準:読 解モデルH「 解釈」・皿 「鑑賞」・IV「応答」

*評 価の観点

　 ・幅広い一般的な理解の形成:設 問に示された状況か らの推論

　 ・解釈の展開:テ キス ト情報の構成の加工

　 ・熟考 ・評価:テ キス トの情報 と個人の体験 との関係づけ

　 ・熟考 ・評価:形 式的または公的な知識の使用

*評 価基準

　　　設問に示 された状況 と文(一 首)と を関係づけて、推論 している。=「 赴任」

　　　設問に示 された状況 と文(一 首)中 の命題(「 立ち別れいなばの山の」)と を関係づけて、推論 している。

　　　　 「離京(旅 立ち)」

　　　設問に示 された状況 と文(一 首)中 の命題(「 立ち別れいなばの山の」)と を関係づけ、エピソー ド的モデル

　　　をも参与させて推論 している。　 「別れ」

　　　文学ジャンルに関わる形式的または公的な知識を用いて推論 している。=「 離別(別 離)」

②行平 歌を本歌 とする藤原定 家r忘 れな む」歌

■第4問a

*解 答　都の人はもう私のことなどきっと(す っか り)忘 れてしまっただろう。

*評 価規準:読 解モデル1「 理解」

*評 価の観点

　 ・情報の取 り出し:語 認知 ・文法に関する知識

　 ・情報の取 り出し:古 文と現代文 との文法的対応に関する知識

　 ・幅広い一般的な理解の形成:設 問内解説を活用 した本歌との関係の理解とそれに基づ く命題の構成

*評 価基準

　　　語のまとま りを文法に関する知識 を用いて語単位(「 忘れ」+「 な」+「 む」)で 理解 している。

　　　 (誤答例:(き っと)忘 れないだろう、忘れることはないでしょう、忘れよう、忘れたいのだろ う、等)

　　　設問解説 と文法に関する知識を用いて、「なむ」を"強 意+推 量。 として理解 している。

　　　 (誤答例:忘 れてしまいそ うだ、忘れてしまっただろ うか、忘れただろうか、等)

　　　句の意味命題 を、適切な現代語(「 忘れ」「きっと(す っか り)～ だろう」)に 適切 に言い換えている。

　　　 (誤答例:忘 れている(こ と)だ ろう、忘れるだろう、忘れてしま うだろう、等)

　　　句の意味命題 を、動作主体を補って適切な現代語に言い換えている。

　　　 (誤答例:き っと忘れただろう、きっと忘れて しまうだろう、きっと忘れるだろう、等)
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■第4問bc

*解 答　 b　 在原行平　　　 c　 因幡国

*評 価規準:読 解モデル1「 理解」・U「 解釈」・皿 「鑑賞」

*評 価の観点

　 ・幅広い一般的な理解の形成:設 問内解説の情報に基づ く第二句 と結句との統合 と、それによる詠作地の推論

　 ・解釈の展開:初 句 ・第2句 「忘れなむ」「まっ とな告げそ」の発話主体の推論

　 ・解釈の展開:設 問内の解説情報(本 歌取 り)に 基づ く発話主体 ・場の推論

　 ・解釈の展開:設 問内の解説情報(題 詠)に 基づく、本詠作者と発話主体の関係、語 りの構造の理解

*評 価基準

　　　設問内解説の情報に基づき第二句と結句 とを統合 し、詠作地を 「因幡国」 と推論 している。

　　　 (誤答例:見 送った人 ・都、藤原定家 ・都、藤原定家 ・旅先、在原行平 ・故郷、行平を見送った人 ・因幡(の

　　　山)、藤原定家 ・旅先の因幡、藤原定家 ・因幡(の 山(峰)、 等)

　　　 「忘れなむ」「まっ とな告げそ」)を 関係づけてその発話主体を統合的に把握 し、設問内の解説情報(本 歌取

　　　り、題詠)に 基づいて、詠歌主体を 「在原行平」 と推論 している。

　　　 (誤答例:定 家 ・因幡国、藤原定家 ・赴任先(因 幡)、)

■第5問

*解 答　① 「人ぞ恋ひ しき」(→ 人恋 しの情 を誘 うもの)を 踏まえた心情解説

　　　　② 「人の心もいかがとそ思ふ」(→ 心変わりへの不安をかきたてるもの)を 踏まえた心情解説。

*評 価規準:読 解モデル皿 「鑑賞」

*評 価の観点

　 ・解釈の展開:歌 ことば 「秋風」の形象性 と結びつけた状況モデル(詠 歌主体の心状)の 構成

*評 価基準

　　　設問内例示①②和歌の内、いずれか一つの 「秋風」の形象性を適切に読み取っている。

　　　設問内例示①②和歌の、それぞれの 「秋風」の形象性をいずれ も適切に読み取っている。

　　　設問内例示①②和歌の 「秋風」の形象性を適切に読み取 り、いずれかの一つについて、それを活用 して定家

　　　詠を適切に鑑賞 している。

　　　設問内例示①②和歌の 「秋風」の形象性を適切に読み取 り、それぞれを活用 して定家詠を適切に鑑賞してい

　　　る。

　　　 (正解例)①:旅 で遠 く離れてしまった故郷の(以 下補入 「自分のことを忘れて しまっているだろう」)人

　　 々を恋 しい と思っているとい う心情。

　　　②:自 分のことを待つと言ってくれたけれ ど、秋風が吹いて木の葉の色が変わるように人 も心移 りするか ら、

　　　今では自分のことを待っ と言ったことも忘れているだろうと悲 しく思 う心情。

■第6問(1)

*解 答　形容動詞 「なかなかな り」連用形の副詞的用法。

　　　　第三句に措かれることで、副詞的用法 とは別に、独立 した一語 として 「なかなかな り」の情意をも表象する。

*評 価規準:読 解モデル1「 理解」・11「解釈」

*評 価の観点

　 ・情報の取 り出し:文 法に関する知識(品 詞 ・終止形 ・活用形)

　 ・幅広い一般的な理解の形成:命 題統合による、倒置法の効果に関す る理解

　 ・解釈の展開:マ クロ命題(構 造)の 解釈による、倒置法の効果に関する解釈への展開

*評 価基準

(46)


